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後
漢
時
代
後
半
期
の
政
局
は

、
前
半
期
に
す
で
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
外
戚
専
権
に
く
わ
え
、
新
た
に
宦
官

に
よ
る
政
治
壟
断

と
い
う

事
態
が
顕
在
化
し
、
そ
の
外
戚
と
宦
官

と
の
協
同
と
抗
争
、
儒
家
官
僚
に
よ
る
両
者

へ
の
批
判

の
高
ま
り
、
そ
し
て
宦
官

勢
力
と
反
宦
官

勢
力
と
の
決
定
的
対
峠

へ
と
展
開
し
て
い
く
。

こ
れ
ま
で
数
多
く
な
さ
れ
て
き
た
当
該
問
題
に
関
す
る
研
究
に
あ

っ
て
は

、
多
く
当
該

期
に
お
け
る
尚
書
の

「外
朝
」
化
、
あ
る
い
は
皇
帝
権
の
相
対
化

(弱
体
化
)
と
い
っ
た
こ
と
が
基
調
と
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

。

し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
漢
時
代
に
お
け
る
尚
書

の

「発
達
」
と
い
う
事
象
を
、
伝
統
的

中
国
官
制
史
理
解
、
す
な
わ
ち

「波
紋
的
循
環
発
生
」
(、
)と
い
う
次
元
で
と
ら
え
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
く
、
ま
た
皇
帝
権
の
相
対
化
と

い
う

理
解
に
つ
い
て
も
、
近
年
再
検
討
を
も
と
め
る
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る

。

と

こ
ろ
で
、
後
漢
時
代
に
あ
ら
わ
れ
専
権
を
ふ
る

っ
た
外
戚
と
し
て
は
、
和
帝
期
の
實
氏
、
膓

・
安
帝
期
の
郵
氏
、
順
帝
期
末
か
ら
桓

帝
期

に
か
け
て
の
梁
氏
、
霊
帝
期
の
實
氏
、
そ
し
て
霊
帝
死
去
後

の
何
氏
と
い
う
五
氏
が
か
ぞ
え
ら
れ
る
が

、

こ
れ
ら
を
後
漢
時
代
に

入

っ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
政
治
機
能
で
あ
る

「録
尚
書
事
」
権
の
掌
握

の
有
無
で
整
理
す
る
と
、
前
半
の
二
氏

(實
氏

・
郵
氏
)
に
は
そ

れ
が
な
く
、

一
方
後
半
の
三
氏

(梁
氏

・
實
氏

・
何
氏
)
に
は
そ
れ
が
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
結
論
的
に
い
う
と
、

こ
う
し
た
明
確

は

じ

め

に

後

漢

後

半

期

の

政

局

と

尚

書

体

制

「省
尚
書
事
」
を
め
ぐ
っ
て

冨

田

健

之



『
後
漢
書
』
列
伝
三
三
朱
暉
伝
附
朱
穆
伝

(以
下
、
『
後
漢
書
』
か
ら
の
史
料
の
引
用
に
際
し
て
は
書
名
を
省
く
)
に
、

(朱
)
穆
、
家
に
居
る
こ
と
数
年
、
朝
に
在
り
し
諸
公
相
推
薦
す
る
者
多
し
。
a
是
に
於
て
尚
書
に
徴
拝
す
。

穆
既
に
深
く
宦
官

を

疾
す
。
台
閣
に
在
る
に
及
び
、
旦
夕
事
を
共
に
し
、
志
と
し
て
之
を
除
か
ん
と
欲
す
。
b

乃
ち
上
疏
し
て
曰
く
、
漢
の
故
事
を
案
ず

る
に
、
中
常
侍
は
士
人
を
参
選
す
。
建
武
以
後
、
乃
ち
悉
く
宙
者
を
用
う
。
延
平
よ
り
以
来
、
浸
や
益
々
貴
盛

な
り
。
…
天
朝

の
政

治
、

一
た
び
其
の
手
を
更
む
る
や
、
権
は
海
内
を
傾
け
、
寵
貴
極
ま
り
無
し
。
…
愚
臣
以
為
ら
く
、
悉
く
罷
省

し
、
往
初
に
遵
復
し
、

率
む
ね
旧
章
に
由
り
、
更
め
て
海
内
の
清
淳

の
士
に
し
て
、
国
体
に
明
達
な
る
者
を
選
び
、
以
て
其

の
処
に
補

す
べ
し
。
…
c
帝

一

朱
穆
伝

に
み
え
る

「
省
尚
書
事
」
を

め
ぐ

っ
て

な
分

別
は
決
し
て
偶
然
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
小
論
で
考
察
の
手
が
か
り
と
す
る

「省
尚
書
事
」
を
め
ぐ
る
動
き
に
よ

っ
て
生
じ
た
必

然
的
事
象
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

小
論
は
、
前
漢
後
半
期
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
、
後
漢
前
半
期
に
ほ
ぼ
体
制
化
さ
れ
た
尚
書
体
制
に
よ
る
国
政
運
営

の
あ
り
方
が
、
こ
の

後
漢
後
半
期
に
入

っ
て
い
か
な
る
展
開
を
み
せ
る
に
至

っ
た
の
か
と
い
う
問
題
を
、
当
該
期
に
お
け
る
外
戚
お
よ
び
宦
官

専
権
の
ひ
と

つ

の
政

治
的
基
盤
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る

「省
尚
書
事
」
を
め
ぐ
る
動
き
を
中
心
に
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
右
に
指
摘

し
た
よ
う
な
当
該
時
代
前
後
半
で
の
外
戚
専
権
の
あ
り
方

の

「変
容
」
を
も
た
ら
す
に
至

っ
た
、
「省
尚
書
事
」
を
め
ぐ
る
動
き
と
は
い
っ

た
い
何
で
あ

っ
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
に
関
連
し
て
、
東
晋
次
氏
が
宦
官

専
権
の
制
度
的
根
拠
と
さ
れ
た

「中
詔
」
(あ
る
い
は
そ
の
発
布
形

式
で
あ
る

「事
従
中
発

(下
)
」
)、
お
よ
び
そ
れ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
宦
官

の
政
治
的
役
割
、
な
ど
に

つ
い
て
の
理
解

が
妥
当
な
も
の
で

あ
る
の
か
、
そ
し
て
侍
中

・
黄
門
侍
郎

へ
の

「省
尚
書
事
」
権
付
与
を
内
容
と
す
る

「中
平
六
年
改
革
」
の
歴
史
的
意
義
は
何
か
、
と
い

っ
た
諸
点
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
次
節

に
お
い
て

『
後
漢
書
』
朱
穆
伝
に
み
え
る

「省
尚
書
事
」
に
関
す
る
記
事

の
検
討
か
ら
は
じ
め
る

こ
と
と
す
る
。



納

れ

ず

。
d

後

、

穆

進

見

に

由

り

て
、

口
か

ら

復

た

陳

し

て

曰
く

、

臣

聞

く

な

ら

く

、

漢

家

の

旧
典

に

、

侍

中

・
中

常

侍

各

一
人

を

置

き

、

尚

書

の
事

を

省

せ

し

め

(
省

尚

書

事

)
、

黄

門

侍

郎

一
人
、

書

奏

を

伝

発

せ

し

め

、

皆

な

姓

族

を

用

う

、

と

。

和
熹

太

后

、

女

主

を

以

て

称

制

し
、

公

卿

に

接

せ
ざ

り

し

に

よ

り

、

乃

ち

闊

人

を

以

て

常

侍

と

為

し

、

小
黄

門

も

て
命

を

両

宮

に

通

ぜ

し

む

。

此

れ

よ

り

以

来

、

権

は

人

主

を

傾

け

、

天

下

を

窮

困

せ

し

む

。

宜

し

く

皆

な

罷

遣

し
、

博

く

老
日
儒

宿

徳

な

る

を

選

び
、

政

事

に

与

参

せ

し

む

べ
し

、

と

。
e

帝

、

怒

り

て
応

ぜ

ず

。

と

あ

る

。

こ

こ
に

み

え

る
朱

穆

の
言

動

は

、
記

事

の
前

後

関
係

か

ら
推

し

て
、

桓
帝

・
延

喜
{
二
年

(
一
五
九

)

の
外

戚

梁

氏

謙

滅

政

変

後

、

延
熹

六

年

(
一
六

三

)

に

か

け

て

の
時

期

に

な

さ

れ

た

も

の
と

考

え

ら

れ

る

.、
)。

す

な

わ

ち

、

後

漢

時

代

に

お

け

る
宦
官

の

専

横

が

ひ
と

つ

の
頂

点

に
達

し

た

時

期

の

こ
と

と

な

る

。

そ

う

し

た

情

況

に
あ

っ

て
、

以
前

か

ら
宦
官

専

横

に
批

判

的

で
あ

っ
た

朱

穆

は
、

列

曹

尚

書

と

し

て
台

閣

に

あ

っ
て
終

日
宦
官

と

「事

を

共

に

す

」

る

な

か

で
、
宦
官

排

除

の
想

い
を

い
よ

い

よ

強

く

し
a

、

ま

ず

上

疏

に

よ

っ
て
、

中

常

侍

へ
の
宦
官

任

用

を

罷

め

る

べ
き

こ
と

を

訴

え

た
b

。

そ

れ

が

桓

帝

の
受

け

い
れ

る

と

こ
ろ

と

な

ら

な

か

っ
た

た

め
c

、

の

ち

進

見

の
機

会

を

得

た

際

、

あ

ら

た

め

て
宦
官

排

除

の
実

行

を

求

め

た

が
d

、

こ
れ

ま

た

桓

帝

の
怒

り

を

買

う

の

み

に
終

わ

っ
た
e

、

と

い
う

の

で
あ

る
。

さ

て
、

傍

線

部
d

に
、

「
漢

家

の

旧
典

」

と

表

現

さ

れ

た

、

侍

中

お

よ

び

中

常

侍

に

よ

る

「
省

尚

書

事

」

が

み

え

て

い

る
。

こ

の

「
省

尚

書

事

」

と

は

、
『
漢

書

』

巻

七

四

丙

吉

伝

に
、

雷

氏

の
珠

せ

ら

る

る

に

及

び

、

上

(宣

帝

)

躬

ら

親

政

し

、

尚

書

の
事

を

省

す

(省

尚

書

事

)
。

と

あ

る

こ
と

に
明

ら

か

な

よ

う

に

、

皇

帝

親

政

の
柱

を

な

す

重

要

な

政

治

機

能

と

さ

れ

る

も

の

で
あ

る
。

た

だ

し

、

管

見

の
限

り

で

は

、

そ

の
具

体

的

あ

り

方

を

直

接

的

に

示

し

て

く

れ

る
史

料

は

、

前

後

漢

期

を

通

じ

て

ほ

と

ん

ど

検

索

し
得

な

い
。

そ

こ

で

以

下

に

お

い

て
、

後

漢

時

代

に

お

け

る

官

府

・
官

僚

か

ら

皇

帝

に

上

呈

さ

れ

る

章

奏

の
処

理

過

程

に

関

し

て
、

若

干

の
史

料

を

検

討

す

る
な

か

で
、

可

能

な

限

り

の
実

態

解

明

を

試

み

る

こ
と

と

す

る

。

『
後

漢

書

』

中

に

は

、

章

奏

の
上

達

に

関

わ

る

も

の
と

し

て

、

「
省

奏

」

「
不

省

」

「
寝

奏

」

な

ど

の
言

葉

が

頻

見

さ

れ

る
。

以

下

に

、

い
く

つ
か

の
事

例

を

あ

げ

る

。



①
永
建
元
年
、
(虞
調
)
陳
禅
に
代
わ
り
司
隷
校
尉
と
為
る
。
数
月
の
間
、
太
傅
爲
石

・
太
尉
劉
熹

・
中
常
侍
程
瑛

・
陳
乗

・
孟
生

・
李

閏
等
を
奏
す
。
百
官
側
目
し
、
号
し
て
苛
刻
と
為
す
。
三
公
劾
奏
す
。
…
調
、
上
書
し
て
自
ら
訟
え
て
曰
く
、
…
順
帝
、
其
の
章
を

省
し

(省
其
章
)、
乃
ち
為
に
司
空
陶
敦
を
免
ず
。

(列
伝
四
八
虞
調
伝
)

②

(愛
延
)
徴
さ
れ
大
鴻
膣
に
拝
さ
る
。

(桓
)
帝
、
延
の
儒
生
な
る
を
以
て
、
常
に
特
に
宴
見
す
。
時
に
太
史
令
、
客
星
の
帝
坐
を
経

る
を
上
言
す
。
帝
、
密
か
に
以
て
延
に
問
う
。
延
、
因
り
て
封
事
を
上
し
て
曰
く
、
…
帝
、
其
の
奏
を
省
す

(
省
其
奏
)
。

(列
伝
三
八
笈
延
伝
)

③

(太
尉
)
李
威
乃
ち
閾
に
至
り
、
上
疏
し
て
日
く
、
…

(霊
)
帝
、
奏
を
省
し

(省
奏
)
、
曹
節
等
に
謂
い
て
曰
く
、
・

(列
伝
四
六
陳
球
伝
)

④

(永
平
六
年
)
夏
四
月
甲
子
。

(明
帝
)
詔
し
て
曰
く
、
…
先
帝
の
詔
書
に
、
人
に
事
を
上
し
て
聖
を
言
う
を
禁
ず
。
而
る
に
間
者
の

章
奏
頗
る
浮
詞
多
し
。
今
よ
り
若
し
過
称
虚
誉
有
ら
ば
、
尚
書
皆
な
宜
し
く
抑
え
て
省
せ
ざ
る

(不
省
)
べ
し
。

(明
帝
紀
)

⑤

(樂
恢
)
遂
に
上
疏
し
て
諫
め
て
曰
く
、
…
、
と
。
書
奏
す
も
省
せ
ら
れ
ず

(書
奏
不
省
)
。

(列
伝
三
三
樂
恢
伝
)

⑥

(何
)
激
、
上
疏
し
て
諌
め
て
曰
く
、
…
、
と
。
書
奏
す
も
省
せ
ら
れ
ず

(書
奏
不
省
)。

(列
伝
三
三
何
敬
伝
)

⑦
是
れ
よ
り
先
、
寧
陽
の
主
簿
、
閾
に
至
り
、
そ
の
県
令
の
柾
を
訴
う
も
、
積
む
こ
と
六
七
歳
省
せ
ら
れ
ず

(不
省
)
。
主
簿
乃
ち
上
書

し
て
日
く
、
…
臣
の
章
百
た
び
上
す
も
、
終
に
省
せ
ら
れ
ず

(不
省
)。
臣
豊
に
北
の
か
た
単
于

に
詣
り
以
て
怨
を
告
げ
ん
や
、
と
。

(順
)
帝
大

い
に
怒
り
、
章
を
持
し
て
尚
書
に
示
す
。
尚
書
遂
に
劾
す
る
に
大
逆
を
以
て
す
。

(列
伝
四
八
虞
詔
伝
)

⑧

(曹
褒
)
徴
さ
れ
博
士
に
拝
さ
る
。
会
た
ま
粛
宗

(章
帝
)
礼
楽
を
制
定
せ
ん
と
欲
す
。
…
会
た
ま
帝
崩
じ
、
和
帝
即
位
す
。
褒
乃

ち
為
に
章
句
を
作
る
。
帝
遂
に
新
礼
二
篇
を
以
て
冠
と
す
。
褒
を
擢
し
て
羽
林
左
騎
を
監
せ
し
む
。
…
後
に
太
尉
張
舗

・
尚
書
張
敏

等
奏
す
、
褒
は
檀
に
漢
礼
を
制
し
、
聖
術
を
破
乱
す
。
宜
し
く
刑
珠
を
加
う
べ
し
、
と
。
帝
、
其
の
奏
を
寝
む

(寝
其
奏
)
と
錐
も
、

而
し
て
漢
礼
遂
に
行
わ
れ
ず
。

(列
伝
二
五
曹
褒
伝
)

⑨
和
帝
即
位
し
、
賓
太
后
臨
朝
す
。
后
の
兄
車
騎
将
軍
憲
、
北
の
か
た
勾
奴
を
撃

つ
。

(司
徒
哀
)
安
、
太
尉
宋
由

・
司
空
任
院
及
び
九



卿
と
朝
堂
に
詣
り
、
上
書
し
て
諌
む
。
…
書
連
に
上
す
も
輔
ち
寝
む

(書
連
上
輻
寝
)
。

(哀
安
)
又
た
奏
す
ら
く
、
司
隷
校
尉

・

河
南
サ
、
貴
戚
に
阿
附
し
、
…
請
う
ら
く
は
免
官
し
て
罪
を
案
ぜ
ん
、
と
。
並
び
に
寝
め
て
報
ぜ
ず

(寝
不
報
)。(列

伝
三
五
哀
安
伝
)

⑩
時
に
中
常
侍
張
防
特
に
権
勢
を
用
う
。
請
託
し
て
受
取
す
る
毎
に
、
(司
隷
校
尉
虞
)
調
輻
ち
之
を
案
ず
。
而
し
て
屡
々
寝
め
て
報
ぜ

ず

(寝
不
報
)
。

(列
伝
四
八
虞
詞
伝
)

当

該
期
、
官
府

・
官
僚
か
ら
上
呈
さ
れ
た
章
奏
は
、
ま
ず
尚
書
台
に
お
い
て
披
閲
さ
れ

(④
)
、
書
式
な
ど
に
問
題

が
あ
る
場
合
、
そ
こ

で
屏
去
さ
れ
、
章
奏
は

「不
省
」
と
い
う
扱
い
に
な
る

(④
⑤
⑥
⑦
)。

一
方
、
問
題
が
な
く
尚
書
台
か
ら
皇
帝

の
も
と
に
上
達
さ
れ
た
章

奏
は
.、。)、
皇
帝
に

「省
」
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

(①
②
③
)。
ち
な
み
に
列
伝

一
八
下
爲
豹
伝
に
、

(爲
豹
)
孝
廉
に
挙
げ
ら
れ
、
尚
書
郎
に
拝
さ
る
。
忠
勤
解
ら
ず
。
事
を
奏
す
る
毎
に
、
未
だ
報
ぜ
ら
れ
ざ
れ
ば
、
常
に
省
閤
に
傭

伏
し
、
或
い
は
昏
よ
り
明
に
至
る
。

と
あ

る
よ
う
に
、
尚
書
台
で
の
披
閲
を
経
た
章
奏
は
、
尚
書
郎
の
手
に
よ
り
皇
帝

の
も
と
に
上
達
さ
れ
た
。
さ
て
、
章
奏
を
披
見
し
た
皇

帝
は
、
そ
の
上
奏
事
項
に

つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
い
、
決
裁
を
な
す

こ
と
と
な
る
が
、
そ
こ
で
示
さ
れ
た
皇
帝

の
意
思
は
、
上
奏
し
た
官

府

・
官
僚
に
対
し
、
あ
る
い
は
関
係
官
府

・
官
僚
に
対
し
下
達
宣
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は

「報
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
際
、
尚

書
郎
が
そ
の

「報
」
を
う
け
て
伝
達
し
て
い
た

こ
と
が
、
右

の
凋
豹
伝
か
ら
よ
み
と
れ
よ
う
。
な
お
、
章
奏
が
尚
書
台
を
経
由

し
て
、
皇

帝
サ
イ
ド
に
上
達
さ
れ
、
皇
帝
の
披
見
を
得
た
も

の
の
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
皇
帝
が
そ
の
上
奏
事
項
を
決
裁
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
に
放

置
す
る
こ
と
、

つ
ま
り

「不
報
」
と
し
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
は
、
「寝
奏
」
と
表
現
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

(⑧

⑨
⑩
)。
以
上
の
な
が

れ
を
図
式
化
す
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

【上
奏
丁

[尚
書
台
]〈

(御

)

[
皇

帝

]

【
不

省

】

【
省

】
/

【
報

】

↓

[
尚

書

台

]

【
詔

】

【
寝

(
不

報

)
】



こ

の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
「省

(奏
)
」
と
は
、
皇
帝
が
章
奏
を
披
見
し
、
内
容
を
検
討
し
た
う
え
で
判
断
を
下

す

(決
裁
)
こ
と
を

意
味
す
る
、
極
め
て
重
要
な
政
治
機
能

・
行
為
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た

「省

(奏
)
」
の
意
味
を
ふ
ま
え
、

か
つ
当
該
期
の
章
奏

が
尚

書
台
を
経
由
し
て
上
達
さ
れ
て
い
た
こ
と

(漏
豹
伝
)
を
念
頭
に
お
く
と
、
「省
尚
書
事
」
と
は
、
尚
書
台
か
ら
上
達
さ
れ
る
章
奏
案

件
を
、
皇
帝
が
披
見
し
検
討
を
お
こ
な

い
決
裁
す
る
と
い
う
、

一
連

の
政
治
機
能

・
行
為
を
そ
の
内
容
と
す
る
こ
と

が
、
自
ず
と
明
か
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
皇
帝
が

「省
尚
書
事
」
し
た
結
果
が
、
尚
書
台
に
示
さ
れ
、
そ
の
う
え
で

「詔
」
と
し
て
官
界
に
下
達
さ
れ
る

こ
と

は
、
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
ま
で
も
な
か
ろ
う

。
す
な
わ
ち
、
「省
尚
書
事
」
と
は
、
尚
書
体
制
に
よ
る
国
政
運
営

の
根
幹
を
な
す

政
治
機
能
で
あ
り
、
そ
の
行
為
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
さ
き
の
朱
穆
伝

の
記
事
を
や
や
詳

し
く
検
討
し
て
み
た

い
。朱

穆
は
、
ま
ず
上
疏
に
よ

っ
て
、
中
常
侍
に
は
士
人
を
任
用
す
る
の
が

「漢

の
故
事
」
で
あ

っ
た
が
、
後
漢
初
め

の
建
武
年
間
以
降
、

こ
と
ご
と
く
宦
官

が
任
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
瘍
帝
が
即
位
し
た
延
平
元
年

(
一
〇
六
)
以
後
、
宦
官

の
政
治
的
進

出
が
加
速
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
と
述
べ
る
。

つ
づ

い
て
進
見
の
際

の

「
口
陳
」
に
よ
っ
て
、
「漢
家
の
旧
典
」
で
は
、
侍
中

.
中
常
侍
各

一
名
が

「省
尚
書
事
」
を
担
当
し
、
黄
門
侍
郎

一
名
が

「書
奏

の
伝
発
」
を
お
こ
な

っ
た
が
、
い
ず
れ
に
も

「姓
族

」
が
任
用
さ
れ
た
。

し
か

し

「和
熹

太
后
」
す
な
わ
ち
和
帝

の
皇
后
で
あ

っ
た
郵
氏
が
、
幼
い
膓
帝
を
擁
立
し
臨
朝
称
制
を
開
始
す
る
と
、
「女
主
」
な
る
が
ゆ

え
に
、
(中
)
常
侍
に
は

「閥
人
」
が
登
用
さ
れ
、
ま
た
も
と
も
と
宦
官

専
任
で
あ

っ
た
小
黄
門
が

(黄
門
侍
郎
に

か
わ

っ
て
)
「命
を
両

宮
に
通
」
じ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
宦
官

の
専
横
が
極
ま

っ
た
と
主
張
し
た
。

こ
う
し
た
朱
穆

の
上
疏

と
進
見
ロ
陳
と
の
間

に
は
、
後
漢
初
め
の
中
常
侍
任
用
の
あ
り
方
を
め
ぐ

っ
て
、
建
武
年
間
か
ら
宦
官

任
用
と
な

っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
鄧
太
后

臨
朝
期
の
こ

と
な

の
か
、
と
い
っ
た
点
に
関
し
て
若
干
の
齟
齬

が
看
取
さ
れ
る
。
中
常
侍
と
い
う
官
は
、
前
漢
時
代
に
加
官
と
し

て
あ
ら
わ
れ
、
後
漢

時
代

に
な

っ
て
本
官
化
し
た
も
の
で
あ
る
が

、
以
下
で
と
り
あ
げ
る
史
料
か
ら
も
、
後
漢
初
期
に
は
士
人
の
中
常

侍
任
用
が
お
こ
な
わ

れ
て

い
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
だ
け
に
朱
穆
の
意
見
表
明
に
は
、
宦
官

専
横
を
批
判
す
る
あ
ま
り
の
多
少
の
誇
張
が
み
ら
れ
る
よ

う
で
あ
る
。
そ
う
し
た
点
を
考
慮
し
つ
つ
、
当
該
期
の

「省
尚
書
事
」
を
め
ぐ
る
動
き
を
整
理
す
る
と
、
膓
帝
が
生
後
百
余

日
を
も

っ
て



後
漢
第
五
代
皇
帝
と
な
る
と
、
和
帝

の
皇
后
で
あ

っ
た
郡
氏
が
皇
太
后
と
し
て
臨
朝
称
制
を
開
始
し
た
が
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
、
そ
れ

以
前

侍
中
お
よ
び
士
人
中
常
侍
が
に
な

っ
て
い
た

「省
尚
書
事
」

へ
の
関
与
が
、
そ
れ
以
後
宦
官

専
任
の
官
と
な

っ
た
中
常
侍

へ
移
る
こ

と
と
な
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
宦
官

の
権
勢
が
拡
大
し
て
い
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

と

こ
ろ
で
、
さ
き
に
検
討
し
た
よ
う
に

「省
尚
書
事
」
と
い
う
政
治
機
能
は
、
本
来
的
に
は
皇
帝
の
専
決
事
項
と

い
う
べ
き
も
の
で
あ

り
、
従

っ
て
朱
穆
伝
に
み
え
る
侍
中
お
よ
び
中
常
侍
に
よ
る

「省
尚
書
事
」
と
は
、
あ
く
ま
で
体
制
上
皇
帝
が
お
こ
な
う
べ
き

「省
尚
書

事
」

の
実
務
的
側
面
を
、
臣
下
と
し
て
補
助
補
完
す
る
と
い
う
あ
り
方

の
も

の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う

。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も

皇
帝

が
執
り
行
う

「省
尚
書
事
」
が
、
当
該
期
の
国
政
運
営

の
基
本
的
あ
り
方
で
あ
る
尚
書
体
制
の
根
幹
的
政
治
機
能
で
あ
る
だ
け
に
、

い
か
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
も
、
そ
こ
へ
の
実
務
的
関
与
が
大
き
な
政
治
的
ち
か
ら
を
生
み
出
す
要
因
に
な

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
、
推
測
す
る
に
難
く
な
い
。
そ
れ
で
は
、
朱
穆
が

「漢
家
の
旧
典
」
と
し
て
述
べ
る
、
侍
中
お
よ
び
士
人
中
常
侍
に
よ
る

「省
尚
書
事
」

関
与
が
な
さ
れ
た
の
は
、
時
期
的
に
い
つ
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

尚

書
体
制
に
よ
る
国
政
運
営
が
志
向
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
前
漢
武
帝
期
以
降
の
こ
と
で
あ
る
が
、
尚
書
体
制
の
萌
芽
期
乃
至
形

成
期

に
あ
た
る
前
漢
後
半
期
に
あ

っ
て
は
、
窪
光
あ
る
い
は
外
戚
王
氏
に
代
表
さ
れ
る
、
あ
く
ま
で
皇
帝
個
人
と
の

つ
な
が
り
に
依
拠
し

て
皇
帝
支
配
を
輔
翼
す
る
、
「領
尚
書
事
」
が
ほ
ぼ

一
貫
し
て
お
か
れ
て
い
る
.M>。
そ
の

一
方
、
『
漢
書
』
巻

一
九
上
百
官
公
卿
表
上
に
、

侍
中

・
左
右
曹

・
諸
吏

・
散
騎

・
中
常
侍
、
皆
な
加
官
な
り
。
…
侍
中

・
中
常
侍
は
、
禁
中
に
入
る
を
得
、
諸

曹
は
尚
書
の
事
を
受

け
、
…

と
あ
り
、
ま
た

『続
漢
書
』
百
官
志
二
光
禄
勲
条
に
、

旧
、
左
右
曹
有
り
。
秩
は
二
千
石
を
以
て
す
。
殿
中
に
上
が
り
、
尚
書
の
奏
事
を
受
け
、
之
を
平
省
す
る
を
主

ど
る
。
世
祖
省
く
。

と
あ
る
よ
う
に
、
加
官
と
し
て
の
諸
曹

(左
右
曹
)
.些
が

「省
尚
書
事
」

へ
の
関
与
を
、
そ
の
機
能
と
し
て
有
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

前
漢

後
半
期
に
特
徴
的
に
あ
ら
わ
れ
る
加
官
は
、
草
創
期
の
尚
書
体
制
に
よ
る
皇
帝
支
配
を
支
え
る
と
い
う
、
歴
史
的
役
割
を
に
な
う
も

の
で
あ

っ
た

。
右
に
み
え
る
諸
曹

(左
右
曹
)
の
役
割
も
、
皇
帝
に
よ
る

「省
尚
書
事
」
を
実
務
面
に
あ

っ
て
補
完
す
る
と

い
う
か
た



ち
で
、
皇
帝
支
配
を
そ
の
根
幹
に
あ

っ
て
支
え
て
い
く
と
い
う
あ
り
方
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
加
官
と

い
う
様
態
が
、
尚
書

体
制

の
展
開
の
過
程
で
の
過
渡
的
性
格
を
も

つ
も
の
で
あ

っ
た
以
上
、
こ
の
諸
曹
に
よ
る

「省
尚
書
事
」

へ
の
関
与

も
そ
う
し
た
性
格

の

も
の
で
あ
り
、
決
し
て
制
度
的
な
あ
り
方

の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

後
漢
時
代
に
入
る
と
、
尚
書
体
制
に
よ
る
国
政
運
営
と
い
う
局
面
は
、
光
武
帝

・
明
帝

の
治
世
下
に
大
き
く
体
制
化
が
進
ん
で
く
る
。

そ
の
動
き
の
な
か
で
、
諸
曹
を
は
じ
め
と
す
る
加
官
は
廃
さ
れ
、
侍
中
お
よ
び
中
常
侍
の
み
が
本
官
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
当

該
期

に
お
け
る
侍
中

・
中
常
侍
に
よ
る

「省
尚
書
事
」
関
与
と
い
う
事
態

(
「漢
家
の
旧
典
」)
を
想
定
で
き
な
く
は
な

い
。
し
か
し
、
そ

の
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
史
料
が
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
前
稿

で
考
察
し
た
よ
う
に
、
当
該
期
に
あ

っ
て
は
、
光
武
帝

に
し
て
も
明
帝
に
し
て
も
精
力
的
に
自
ら

「省
尚
書
事
」
を
処
理
し
て
い
た
こ
と
、
な
ど

の
点
か
ら
考
え
て
、
「漢
家

の
旧
典
」
的
実
態
を

当
該
期
に
想
定
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

さ

て
、
朱
穆
が
桓
帝
に
、
「漢
家
の
旧
典
」
と
し
て
の
侍
中

・
中
常
侍
の

「省
尚
書
事
」
関
与
を
口
陳
し
た
際
、
そ

の
侍
中

・
中
常
侍
に

は

「
姓
族
」
が
充
て
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
わ
せ
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
李
賢
注
に
は

「士
人
の
族
望
あ
る
者
を
引
用
す
」
と
み
え
て
お

り
、
お
そ
ら
く
は
朱
穆
の
い
う

「姓
族
」
と
は
、
実
態
と
し
て
外
戚
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
間
違

い
な
い
と

こ
ろ

で
あ
ろ
う
。

こ
の
点

誤
り
な
け
れ
ば
、
朱
穆
の
い
う

「姓
族
」
に
し
て
侍
中
お
よ
び
中
常
侍
に
就
き
、

「省
尚
書
事
」
に
常
態
的
に
関
与
し
得
た
存
在
と
し
て
、

後
漢
代
最
初
に
権
勢
を
誇

っ
た
外
戚
、
實
氏
が
大
き
く
浮
上
し
て
く
る
。
建
国
の
功
臣
實
融
に
は
じ
ま
る
後
漢
代

の
實
氏
は
、
融

の
曾
孫

實
憲

の
妹
が
章
帝
の
皇
后
と
な
り
、
和
帝

の
即
位
と
と
も
に
實
太
后
に
よ
る
臨
朝
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
で
、
外
戚
と
し
て
政
治
的
に
大
き

く
進
出
し
て
く
る
こ
と
と
な

っ
た
。
列
伝

=
二
實
融
伝
附
實
憲
伝
に
、
そ
の
有
り
様
が

つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

憲
、
字
は
伯
度
。
父
勃
謙
を
被
り
、
憲
少
く
し
て
孤
な
り
。
建
初
二
年

(七
七
)、
女
弟
立
ち
て
皇
后
と
為
る
。

憲
を
拝
し
て
郎
と
為

す
。
稽
や
遷
り
て
侍
中

・
虎
責
中
郎
将
た
り
。
弟
篤
は
黄
門
侍
郎
と
為
る
。
兄
弟
親
幸
せ
ら
れ
、
並
び
に
宮
省
に
侍
す
。
…
和
帝
即

位
し
、
太
后
臨
朝
す
。
憲
、
侍
中
を
以
て
、
内
に
は
機
密
を
幹
し
、
出

で
て
は
諾
命
を
宣
す
。
粛
宗
遺
詔
し
て
、
篤
を
以
て
虎
責
中

郎
将
と
為
す
。
篤
の
弟
景

・
壊
並
び
に
中
常
侍
た
り
。
是
に
於
て
兄
弟
皆
な
親
要
の
地
に
在
り
。



前
節

で
考
察
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、

い
ま

一
度
朱
穆
の
述
べ
る

「省
尚
書
事
」
を
め
ぐ
る
動
き
を
整
理
す
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な

る
。
和
帝
が
幼
く
し
て
即
位
す
る
と
、
皇
太
后
實
氏
が
臨
朝
称
制
を
お
こ
な

い
、
そ
れ
を
背
景
に
外
戚
實
氏

一
族
が
侍
中
あ
る

い
は
中
常

侍
に
就
任
し
、
「省
尚
書
事
」
に
大
き
く
関
与
す
る
こ
と
で
政
治
的
立
場
を
強
め
た
。
和
帝
の
死
後
、
皇
子
劉
隆
が
即
位
す
る
と

(膓
帝
)、

和
熹

都
太
后
が
臨
朝
を
開
始
し
た
。
都
太
后
は

「女
主
」

で
あ
る
こ
と
を
も

っ
て
士
人
官
僚
と
接
触
す
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
た
こ
と

か
ら
、
闇
人
を
も

っ
て
中
常
侍
に
登
用
し
、
そ
れ
ま
で
の
侍
中

・
士
人
中
常
侍
に
か
え
て

「省
尚
書
事
」
に
関
与
さ

せ
た
。

こ
の
こ
と
が

宦
官

の
政
権
壟
断

の
大
き
な
要
因
と
な

っ
た
。

一
一

「
省
尚
書
事
」
を
め
ぐ

る
外
戚

・
宣
官

太
后
臨
朝
の
も
と
、
外
戚
實
氏
は
そ
の

一
族
で
も

っ
て
侍
中
あ
る
い
は
中
常
侍
と

い
っ
た

「親
要
の
地
」
を
占
め
、
そ
れ
に
よ

っ
て

「内

に
は
機
密
を
幹
し
、
出
で
て
は
諾
命
を
宣
す
」
と
い
う
政
治
的
権
限
を
発
動
で
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
外
戚
實
氏
の
あ
り
方
を

も

っ
て
、
朱
穆

の
い
う

「姓
族
」
侍
中
お
よ
び
中
常
侍
に
よ
る

「省
尚
書
事
」

へ
の
関
与
、
す
な
わ
ち

「漢
家
の
旧
典
」
の
実
態
と
み
て

よ
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
章
帝
期
末
か
ら
和
帝
期
に
か
け
て
外
戚
實
氏
が
、
侍
中
お
よ
び
中
常
侍
に
な

か
ば
独
占
的
に
就
任

す
る

こ
と
で

「省
尚
書
事
」
に
大
き
く
関
与
し

(権
勢
を
誇

っ
)
た
が
、
そ
の
後
和
帝
を
継

い
で
瘍
帝
が
即
位
し
、
鄭
太
后
が
臨
朝
称
制

を
開
始
す
る
と
、
か
わ

っ
て
宦
官

中
常
侍
の

「省
尚
書
事
」
関
与
と
い
う
局
面
が
強
ま
り
、
宦
官

専
権

の
趨
勢
と
な

っ
て
い
っ
た
と
い
う

の
で
あ
る
。

以
上
述

べ
て
き
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
誤
り
が
な
い
と
す
る
と
、
列
曹
尚
書
と
し
て

「省
尚
書
事
」
に
近
接
し
得
た
朱
穆
が
口
陳
し
た
と

こ
ろ

の
、
外
戚
侍
中

・
中
常
侍
の

「省
尚
書
事
」
関
与
、
そ
し
て
そ
の
後
の
宦
官

の
そ
こ

へ
の
台
頭
と

い
っ
た
動
き
は
、
ま
さ
し
く
後
漢

中
頃
以
降
の
政
治
的
特
徴
た
る
外
戚
お
よ
び
宦
官

の
政
治
的
進
出
と
そ
れ
に
よ

っ
て
生
じ
て
く
る
様

々
な
歴
史
的
現
象
を
、
象
徴
的
に
あ

ら
わ
す
事
象
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
節
を
あ
ら
た
め
て
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。



と

こ
ろ
で
、
前
節

で
引
用
し
た
實
憲
伝
の
記
事
に

つ
づ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
み
え
て
い
る
。

憲
、
前
の
太
尉
郵
彪

の
義
譲
有
り
て
、
先
帝
の
敬
す
る
所
に
し
て
、
而
し
て
仁
厚
く
委
随
な
る
を
以
て
、
故
に
之
を
尊
崇
し
、
以
て

太
傅
と
為
し
、
百
官
を
し
て
己
れ
を
統
べ
以
て
聴
か
し
む
。
其

の
施
為
す
る
所
は
、
輯
ち
外
は
彪
を
し
て
奏
せ

し
め
、
内
は
太
后
に

白
す
。
事
従
わ
れ
ざ
る
は
無
し
。

太
傅
郡
彪
を
し
て
上
奏
せ
し
め
た

(賓
憲
発
意
に
よ
る
)
案
件
は
、
和
帝
に
か
わ
り
臨
朝
し
て
い
た
實
太
后
の
も
と
に
上
達
さ
れ
た
と

み
ら
れ
る
(り
。
そ
の
上
奏
を
う
け
て

「内
」
に
あ

っ
て

「太
后
に
白
し
」
た
實
憲

の
行
為
は
、
実
態
と
し
て
實
太
后
が
執
り
行

っ
て
い
た

「省
尚
書
事
」
に
関
わ
る
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
外
戚
實
氏
の
専
権
の
あ
り
方
は
、

實
太
后
が
臨
朝
称
制

に
よ

っ
て
幼
き
皇
帝
に
か
わ
る
か
た
ち
で

「省
尚
書
事
」
を
お

こ
な
う
こ
と
に
よ
り
、
実
質
的
に
国
政
運
営
の
中
心
に
位
置
し
、
か

つ
そ

の

一
族
を
も

っ
て
侍
中

・
中
常
侍

の
職
を
お
さ
え
、
皇
太
后
の

「省
尚
書
事
」
を
実
質
的
に
代
行
し
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
専
権
基
盤
を

固
め
て
い
く
と

い
う
構
造

の
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
外
戚
實
氏
の
権
力
構
造
は
、
尚
書
体
制
に
よ
る
国
政

運
営
の
根
幹
に
あ
る

皇
帝
権
そ
の
も

の
と
、

一
種
重
な
り
合
い
か
ね
な
い
局
面
を
も

っ
て
い
た
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
外

戚
實

氏
は
、
永
元
四
年

(九
二
)
、
「潜
か
に
斌
逆
を
図

っ
」
た

(和
帝
紀
)
と
し
て
敗
亡
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ

の
経
緯
に
つ
い
て
は

必
ず

し
も
明
か
で
は
な
い
憩
。
推
測
す
る
に
、
皇
帝
親
政
を
回
復
す
る
た
め
に

「省
尚
書
事
」
機
能

の
奪
回
を
企
図
し
た
和
帝
サ
イ
ド
と
、

そ
の
掌
握
に
権
力
基
盤
の
多
く
を
お
い
て
い
た
外
戚
實
氏
と
の
衝
突
が
来
し
た
事
態
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

論

を
進
め
る
。
朱
穆
の
認
識
に
よ
る
と
、
和
帝

の
死
去
を
う
け
て
擁
立
さ
れ
た
瘍
帝
、
お
よ
び
蕩
帝
が
即
位
後

一
年
足
ら
ず
し
て
急
死

し
た

こ
と
で
、
そ
の
後
継
と
し
て
擁
立
さ
れ
た
安
帝
の
二
代
に
わ
た

っ
て
臨
朝
称
制
を
継
続
し
た

「和
喜
{太
后
」
、
す
な
わ
ち
鄧
太
后

の
も

と
で
、
宦
官

に
よ
る

「省
尚
書
事
」
介
入
が
は
じ
ま
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
朱
穆
は
、
鄧
太
后

が

「女
主
」
な
る
が
ゆ
え
に
、
士
人
た

る
公
卿
と

「接
」
す
る
こ
と
を
避
け
た
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
同
様
な
理
解
が
、
列
伝
六
八
宙
者
列
伝

の
序
に
も
み
え
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
理
解
は
、
必
ず
し
も
当
該
期
に
お
け
る
宦
官

の

「省
尚
書
事
」

へ
の
全
面
的
関
与

の
背
景
を
合
理
的

に
説
明
す
る
も
の
と
は
な
り
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
同
じ
く

「女
主
」
で
あ

っ
た
和
帝
期
の
實
太
后
は
、
「公
卿
に
接
す
」
る
こ
と
を
避



け
る
手
段
と
し
て
、
兄
弟

「
族
を
も

っ
て

「省
尚
書
事
」
に
関
与
せ
し
め
る
と
い
う
方
法
を
と
り
、
問
題
の
解
決
を
図
る

こ
と
が
で
き
た

か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
鄧
太
后

が

一
族

の
登
用
と
い
う
手
段
を
採
ら
ず
、
宦
官

へ
の
傾
斜
を
深
め
て
い
っ
た
背
景
に
は
い
か
な
る
情

況
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

鄧
鄧
太
后

に
よ
る
臨
朝
称
制
は
、
元
興
元
年

(
一
〇
五
)

一
二
月
か
ら
建
光
元
年

(
一
二

一
)
三
月
に
か
け
て
の
ほ
ぼ

一
六
年
間
、
そ
の

間
安
帝
が
親
政
可
能
な
年
齢
に
達
し
た
の
ち
も
継
続
さ
れ
る
と
い
う
、
や
や
異
例
な
か
た
ち
で
長
期
化
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
、

筆
者

は
前
稿
に
お
い
て
、
外
戚
郵
氏
は
官
界
に
儒
家
官
僚
と
の
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ひ
ろ
く
形
成
し
な
が
ら
も
、
自
ら
は
体
制
的
な
権

力
基
盤
を
ほ
と
ん
ど
有
さ
ず
、
限
り
な
く
太
后
臨
朝
そ
の
も
の
に
依
拠

・
依
存
す
る
か
た
ち
で
政
治
的
影
響
力
を
行
使
し

つ
づ
け
た
の
で

は
な

い
か
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
官
界
そ
し
て

一
族
内
か
ら
の
批
判
に
抗
し
て
ま
で
も
、
太
后
臨
朝
を
限
り
な
く
引
き

延
ば
さ
ざ
る
を
得
な

か

っ
た
と
考
え
た

。

い
ま
、
そ
う
し
た
外
戚
郡
氏
の
権
力
行
使

の
あ
り
方
と
、
当
該
期
に
お
け
る

「省
尚
書
事
」

を
め
ぐ
る
動
き
と
を

重
ね
合
わ
せ
る
と
、
ほ
ぼ

つ
ぎ
の
よ
う
な
理
解
が
可
能
と
な

っ
て
く
る
。
和
帝
期
の
外
戚
實
氏
は
、
太
后
臨
朝

の
も
と

「省
尚
書
事
」
に

ほ
ぼ

独
占
的
に
関
与
す
る
こ
と
で
専
権
を
ふ
る

っ
た
が
、
そ
う
し
た
あ
り
方
が
最
終
的
に
皇
帝
権
と
の
全
面
的
衝
突
を
来
た
し
、

一
族
敗

亡
の
憂
き
目
に
あ
う
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
う
し
た
實
氏
に

「深
く
戒
め
」
た
郡
氏
は
、
「省
尚
書
事
」

へ
の
関
与
を
極
力
避
け
、
太
后
臨
朝

を
通
じ
て
人
材
の
登
用
と
時
宜
に
適

っ
た
政
策

の
具
体
化
を
図
る
こ
と
で
、
「
天
下
復
た
安
ん
じ
」
(郵
隣
伝
)
る

「善
政
」
を
施
し
、
そ

の
権
勢
を
保
持
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
が
た
め
に
鄧
太
后

は

「
方
で
自
ら
の
臨
朝
称
制
を
長
期
継
続
さ
せ
る
と
と
も
に
、
他
方
で
自
己
の

一

族
が
意
識
的
に
身
を
引
い
た
あ
と
の

「省
尚
書
事
」
補
完
の
た
め
の
人
的
要
員
と
し
て
、
「女
主
」
な
る
が
ゆ
え
の
障
害
を
ク
リ
ア
で
き
る

宦
官

の
起
用
を
図
る
こ
と
と
な

っ
た
。

「和
熹
太
后
」
"
鄧
太
后

の
臨
朝
称
制
の
も
と
で
の

「省
尚
書
事
」
を
め
ぐ
る
動
き
に

つ
い
て
の
、

以
上

の
よ
う
な
理
解
に
大
過
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
朱
穆
の
認
識
は
あ
く
ま
で
二
次
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
と
な

る
。

以
上
に
論
じ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
朱
穆

の
陳
述
中
に
み
え
る

「省
尚
書
事
」
を
め
ぐ
る
、
「漢
家
の
旧
典
」
の
実
態
お
よ
び

「和
熹
太

后
」

に
よ
る
宦
官

起
用

の
背
景
を
ほ
ぼ
明
ら
か
に
し
得
た
と
考
え
る
。
そ
れ
で
は
、
鄧
太
后

臨
朝
期
に
お
け
る

「省
尚
書
事
」
か
ら

の
外

戚

の
撤
退
と
そ
れ
に
と
も
な
う
宦
官

の
新
た
な
起
用
と
い
う
事
態
は
、
そ
の
後
の
政
局
の
展
開
に
い
か
な
る
影
響
を
も
た
ら
す

こ
と
と
な



っ
た

で
あ
ろ
う
か
。

建
光
元
年

(
一
二

一
)
三
月
に

一
六
年
間
に
わ
た

っ
て
臨
朝
体
制
を
布
き

つ
づ
け
た
鄧
太
后

が
死
去
す
る
と
、
宦
官

鄭
衆
の
助
力
を
得

て
外
戚
都
氏
を
排
除
し
た
安
帝
に
よ
る
親
政
が
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
も
長
く
は

つ
づ
か
ず
、
延
光
四
年

(
一
二
五
)
三
月
に
安
帝

は
死
去
す
る
。
そ
の
後
の
外
戚
閻
氏
に
よ
る
少
帝
劉
諮

の
擁
立
と
、
そ

の
天
逝
後
の
順
帝
即
位
に
至
る
政
局
の
展
開

に
つ
い
て
は
、
狩
野

直
禎

・
東
晋
次
両
氏
の
研
究
に
詳
し
い

。
要
す
る
に
、
政
権
を
掌
握
し
か
け
た
外
戚
閻
氏
に
対
し
て
、
廃
さ
れ
て
い
た
も
と

の
皇
太
子

劉
保

を
担
い
だ
宦
官

孫
程
一
派
に
よ
る
政
変
が
成
功
し
、
閻
氏
は
謙
滅
さ
れ
、
順
帝
の
即
位

へ
と
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
順
帝
の
即

位
に
際
し
て
、
皇
帝
官
房
た
る
尚
書
台
が
そ
の
機
能
を
発
揮
し
た
こ
と
は
、
前
稿

で
考
察
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、

そ
れ
と
は
別
に
、
こ

の
政
変
が
宦
官

の
主
導
で
な
さ
れ
、
そ
の
後
孫
程
ら
宦
官

一
九
名
が
列
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
、
後
漢
後
半
期
に
お
け
る
宦
官

専
権
を

決
定
づ
け
る
こ
と
と
な

っ
た
毒
。

こ
の
順
帝
期
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
前
半
の
外
戚
不
在
も
あ
ず
か

っ
て
、
お
そ
ら
く
は
順
帝

の

「省
尚
書

事
」
に
宦
官

が
全
面
的
か
つ
独
占
的
に
関
与
す
る
こ
と
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
宦
官

の

「省
尚
書
事
」

に
関
わ
る
政
治
的
役

割
に

つ
い
て
は
、
次
節
で
考
察
す
る
。

さ

て
、
陽
嘉
元
年

(
一
三
二
)、
順
帝
が
梁
貴
人
を
立
て
て
皇
后
と
す
る
と
、
こ
こ
に
そ
の

一
族
が
外
戚
と
し
て
台
頭
し
て
く
る
こ
と
と

な
る
。
梁
商

・
梁
冀
二
代
に
わ
た

っ
て
専
権
を
ふ
る
う
こ
と
と
な
る
外
戚
梁
氏
で
あ
る
が
、
そ
の
専
権
体
制
確
立
の
過
程
に
は
、

つ
ぎ
の

ふ
た

つ
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ひ
と

つ
は
、
梁
商

・
梁
糞
と
も
に
宦
官

勢
力
と
の
連
携
を
画
策
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

(梁
商
)
性
は
慎
弱
に
し
て
威
断
無
し
。
頗
る
内
竪
に
溺
る
。
小
黄
門
曹
節
等

の
事
を
中
に
用
う
を
以
て
、
遂

に
子
の
翼

・
不
疑
を

遣

わ
し
与
も
に
交
友
を
為
さ
し
む
。
然
れ
ど
も
宙
者
、
商
の
寵
任
を
忌
み
、
返

っ
て
之
を
陥
れ
ん
と
欲
す
。

(列
伝
二
四
梁
統
伝
附
梁
商
伝
)

(
梁
冀
)
縦
放
な
る
こ
と
目
に
滋
す
。
遂
に
復
た
左
右
に
賂
遺

し
、
宙
者
と
交
通
す
。
其

の
子
弟

・
賓
客
を
任

じ
て
以
て
州
郡
の
要

職
と
為
す
。

(列
伝
三
三
朱
穆
伝
)

こ
れ
ら
か
ら
、
梁
商

・
梁
冀
父
子
が
宦
官

勢
力

へ
そ
の
ウ
イ
ン
グ
を
拡
げ
、
そ
の

「
部
と

の
政
治
的
連
携
を
図

っ
て
い
た
こ
と
が
う
か



が
え

よ
う
。
延
熹

二
年

(
一
五
九
)
に
、
桓
帝
が
外
戚
梁
氏
珠
滅
を
決
断
し
た
際
、
信
頼
で
き
る
少
数

の
宦
官

を
厨

に
集
め
て
謀
議
を
め

ぐ
ら
し
、
彼
ら
と
血
盟
し
た
う
え

で
行
動
を
起

こ
し
て
い
る

(宙
者
列
伝
)
が
、
こ
の
こ
と
に
も
梁
氏
の
影
響
力
が
宦
官

勢
力
内
部
ま
で

深
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
以
前
の
外
戚
の
宦
官

へ
の
対
応
を
み
る
に
、
郡
氏
敗
亡
後
の
安
帝
親
政

の

一
時
期
、
外
戚
閻
氏
と
李
閏

・
江
京

・
焚
豊
ら
宦
官

一
派
と
の
協
同
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
安
帝
の
死
後
、
少
帝

を
擁
立
し
た
閻
氏
に

よ

っ
て
、
安
帝

の
乳
母
王
聖

「
派
と
と
も
に

「
掃
さ
れ
て
お
り
、
他
に
外
戚
側
か
ら
宦
官

勢
カ

へ
の
積
極
的
連
携
模

索
が
な
さ
れ
た
形
跡

は
認
め
ら
れ
な

い
。
推
測
す
る
に
、
外
戚
梁
氏
の
右
の
よ
う
な
行
動
は
、
鄧
太
后

臨
朝
以
降
、
宦
官

が

「省
尚
書
事
」
機
能
を
ほ
ぼ
掌
握

し
、

一
方
外
戚
が
そ
こ
か
ら
離
れ
て
い
く
と
い
う
情
況
の
な
か
で
、
宦
官
勢
力
と
の
連
携

・
協
同
を
強
め
る
こ
と
で
、
間
接
的
な
が
ら

「省

尚
書
事
」

へ
の
影
響
力
を
確
保
し
よ
う
と
図

っ
た
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

外
戚

梁
氏
に
み
ら
れ
る
ふ
た

つ
め
の
特
徴
と
し
て
、
梁
冀

が
、
後
漢
時
代
の
外
戚
と
し
て
は
じ
め
て

「録
尚
書
事

」
の
任
に
就

い
た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
質
帝
紀
本
初
元
年

(
一
四
六
)
の
条
に
、

閏
月
甲
申
、
大
将
軍
梁
冀

潜
か
に
鳩
斌
を
行
う
。

(質
)
帝
、
玉
堂
前
殿
に
崩
ず
。
年
九
歳
。
丁
亥
、
太
尉
李
固
免
ぜ
ら
る
。
戊
子
、

司
徒
胡
広
を
太
尉
と
為
し
、
司
空
趙
戒
を
司
徒
と
為
し
、
梁
冀

と
録
尚
書
事
に
参
ぜ
し
む
。

と
あ
り
、
順
帝
の
永
和
六
年

(
「
四

一
)
に
父
梁
商
の
あ
と
を
継
い
で
大
将
軍
と
な

っ
て
い
た
梁
冀

は
、

こ
の
本
初

元
年
に
自
ら
擁
立
し

て
い
た
質
帝
を
萩
殺
す
る
と
、
対
立
し
て
い
た
李
固
を
罷
免
し
た
う
え
で
、
太
尉
胡
広
お
よ
び
司
徒
趙
戒
と
と
も
に

「録
尚
書
事
」
権
を

掌
握
し

て
い
る

ち
な
み
に
、
梁
冀

に
よ
る

「録
尚
書
事
」
権
掌
握
は
、
お
そ
ら
く
延
熹

二
年
の

一
族
敗
亡
ま

で
一
三

年
間
継
続
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の

「録
尚
書
事
」
と
は
、
章
帝
の
即
位
に
際
し
て
は
じ
め
て
設
け
ら
れ
た
、
お
も
に
太
傅
あ

る
い
は
三
公

の
職
に

あ
る
も

の
が
、
皇
帝
官
房
た
る
尚
書
台
の
機
能
を
総
覧
し

つ
つ
皇
帝
支
配
の
輔
翼
を
な

し
て
い
く
と

い
う
体
制
的
政
治
機
能
で
あ
る

。

こ
の
と
き
梁
糞
に
付
与
さ
れ
た

「録
尚
書
事
」
権

の
性
格
も
そ
こ
か
ら
は
ず
れ
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
梁
冀

伝
に
、
元

嘉
元
年

(
一
五

一
)、
梁
冀
の
礼
遇
が
公
卿
の
議
で
議
論
さ
れ
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
が
、
そ
の
議
で
決
せ
ら
れ
た
礼
遇

の
ひ
と

つ
と
し
て
、

朝
会
ご
と
に
、
三
公
と
席
を
絶
す
。
十
日
に

一
た
び
入
り
、
尚
書
の
事
を
平
す
。



と
あ
る
。
こ
の
前
年

(和
平
元
年
)
に
梁
太
后
は
死
去
し
、
表
面
上
は
桓
帝
に
よ
る
親
政
が
開
始
さ
れ
て
い
た

。

そ
の
こ
と
を
ふ
ま
え

る
と
、
右
に
み
え
る

「平
尚
書
事
」
と
は
、
日
常
的
に
な
さ
れ
て
い
る

「省
尚
書
事
」
機
能

の
実
務
的
補
完
と

い
う

よ
り
も
、
尚
書
体
制

の
根

幹
に
位
置
す
る
皇
帝
官
房
　
尚
書
台
を

「録
尚
書
事
」
と
し
て
総
覧
し

つ
つ
、
十
日
に

一
度
、
桓
帝
に
よ
る

「省
尚
書
事
」
の
正
常

な
る
運
用
を
輔
翼
す
る
と
い
う
あ
り
方
の
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
外
戚
梁
氏
の
専
権

の
も
と

で
は
、
太
后
臨
朝
時

に
あ

っ
て
は
皇
太
后
が
、
そ
し
て
皇
帝
親
政
時
に
あ

っ
て
は
桓
帝
が
そ
れ
ぞ
れ
お

こ
な

っ
て
い
た

「省
尚
書
事
」
を
、
宦
官

が
従
来
同
様

そ
の
実
務
面
で
補
完
し
、

一
方
梁
冀

は

「録
尚
書
事
」
と
し
て
皇
帝
官
房
機
能
を
掌
握

し
つ
つ
、
体
制
的
に
国
政
運
営
総
体
を
輔
翼
し
て

い
く

と
い
っ
た
よ
う
に
、

一
種
の

「棲
み
分
け
」
が
生
じ
て
い
た
よ
う
に
も
み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
関
連

し
て
、
梁
氏
が
、
そ

れ
ま

で
の
外
戚
が
多
く
就
官
し
て
い
た
執
金
吾

・
光
禄
勲
な
ど
の
九
卿
官
職
と
な
ら
ん
で
、
後
漢
代
の
首
都
圏
長
官

と
も

い
う
べ
き
河
南

サ
に
ほ
ぼ
独
占
的
に
就
官
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る

。

要
す
る
に
、
外
戚
梁
氏
は
、
「録
尚
書
事
」

へ
の
就
任
あ
る
い
は
河
南
サ
の

「独
占
」
と
い

っ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
ど
ち
ら

か
と

い
え
ば
体
制
的
な
権
力
基
盤
に
足
場
を
お
き
つ
つ
、

一
方

で
宦
官
勢
力
と
の
連
携

・
協
同
を
図

っ
て
い
く
と

い
う
か
た
ち
で
、
そ
の

政
権
を
維
持
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
そ
こ
に
、
後
ろ
盾
と
も
い
う
べ
き
皇
太
后
が
死
去
し
臨
朝
称
制
が
停
止
し
た
あ
と
も
、

一
〇
年
近

く
に
わ
た

っ
て
実
権
を
掌
握
し
得
た
要
因
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
外
戚
梁
氏
の
専
権
の
あ
り
方
が
、
当
該

期
に
お
け
る
宦
官

の

実
質
的

「省
尚
書
事
」
機
能
掌
握
と

い
う
情
況
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
に
は
、
ほ
ぼ
異
論
な

い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

つ
ま

り
、
郡
太
后
臨
朝
の
も
と
で
開
始
さ
れ
、
順
帝
期
に
大
き
く
進
展
し
た
と
考
え
ら
れ
る
、
宦
官

に
よ
る

「省
尚
書
事

」
機
能

の
実
質
的
独

占
と

い
う
情
況
を
う
け
て
、
そ
の
順
帝
期
末
に
登
場
し
た
外
戚
梁
氏
の
政
権
掌
握
の
方
法
と
し
て
は
、
体
制
的
国
政
輔

翼
機
能
で
あ
る

「録

尚
書
事
」
権
を
柱
と
し
つ
つ
、
官
僚
機
構

の
要
職
を

一
族
で
占
め
る
と

い
う
よ
う
に
、
皇
帝
支
配
の
体
制
的
局
面
に
そ
の
権
力
基
盤
を
お

き
、
そ
の
う
え
で

「省
尚
書
事
」
機
能
を
握
る
宦
官
勢
力
と
の
連
携

・
協
同
に
よ

っ
て
、
そ
の
基
盤
を
補
強
し
て
い
く
と

い
う
途
し
か
な

か

っ
た
の
で
あ
る
多
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
後
漢
後
半
期
に
強
ま
る
宦
官

の
政
治
的
台
頭
に
よ

っ
て

「外
」
に
押
し
出
さ
れ
た
の
は
、
こ

れ
ま

で
定
説
的
に
い
わ
れ
て
き
た
尚
書
だ

っ
た
の
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
外
戚
と
い
う
存
在

で
あ

っ
た
と
い
え
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。



さ

て
、
二
十
年
以
上
に
わ
た

っ
て
専
権
を
維
持
し
つ
づ
け
た
外
戚
梁
氏
で
あ

っ
た
が
、
延
熹

二
年

(
一
五
九
)、
桓
帝
と

「五
侯
」
.響
宙

官
と
に
よ
る
政
変
に
よ

っ
て
謙
滅
さ
れ
、
こ
こ
に
宦
官
専
権
が
決
定
的
な
も
の
と
な

っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
梁
氏
珠
滅

の
あ
と
も
、
霊

帝
期
初
め
の
實
氏
、
霊
帝
死
後
の
何
氏
と
ふ
た

つ
の
外
戚
が
登
場
し
て
く
る
。

こ
の
二
氏
の
あ
り
方
を
め
ぐ

っ
て
、

渡
邉
義
浩
氏
は

「宮

中
を
完
全
に
掌
握
し
た
宦
官

に
対
抗
し
得
る
独
自
の
権
力
機
構
を
、
も
は
や
樹
立
し
得
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
、
ま
た
東
晋
次
氏
は
、
儒
家

官
僚
と
宦
官

と
の
対
立
抗
争
が
激
化
す
る
な
か
で
、
「反
宦
官

の
立
場
で
政
治
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
.嬰
。
事
実
、
實

氏
に
し
て
も
何
氏
に
し
て
も

い
ず
れ
も
宦
官

勢
力
排
除
の
政
変
を
企
て
な
が
ら
、
結
局
は
宦
官

勢
力
の
逆
襲
を
う
け

敗
亡
す
る
に
至

っ
て

い
る
。

こ
う
し
た
外
戚

の

「変
貌
」
に
、
宦
官

勢
力
と
連
携
協
同
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
自
ら
の
権
力
基
盤
を
補
強
し

よ
う
と
し
な
が
ら
失

敗
し
た
、
梁
氏
の
事
例
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
自
ず
と
明
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、

い
ま
少
し
考
察
を
お
こ
な
う
こ
と

と
す

る
。

桓
帝
の
死
後
、
實
太
后
に
よ
る
臨
朝
の
も
と
霊
帝
が
擁
立
さ
れ
る
と
、
太
后
の
父
大
将
軍
實
武
は
、
と
も
に

「録
尚
書
事
」
の
任
に
あ

っ
た
太
傅
陳
蕃
と
謀

っ
て
、
宦
官

謙
滅

の
計
画
を
進
め
て
い
っ
た
。
当
初
、
皇
太
后

の
命
を
も

っ
て
事
を
断
行
せ
ん
と
し
た
も
の
の
、
そ

の
説
得
に
失
敗
す
る
と

、
つ
づ

い
て
自
派
の
宦
官
山
沐
を
黄
門
令

に
任
じ
、
有
力
な
る
宦
官

を
個

々
弾
劾
処
刑
す
る
作
戦
を
と

っ
た
。

そ
の
際

の
こ
と
と
し
て
、
列
伝
五
九
實
武
伝
に
、

(黄
門
令
山
)
沐
を
し
て
素
よ
り
狡
猜
に
し
て
尤
と
も
状
無
き
者
長
楽
尚
書
鄭
颯
を
奏

し
、
北
寺
獄
に
送
る
。

…
泳
を
し
て

(尚
書

令
)
尹

勃

・
侍
御
史
祝
瑠
と
颯
を
雑
考
せ
し
む
。
辞
は

(中
常
侍
)
曹
節

・
王
甫
に
連
及
す
。
勲

・
沐
即
ち
節
等
を
収
め
ん
こ
と
を

奏
す
。
劉
鍮
を
し
て
内
奏
せ
し
む
。
時
に
武
、
宿
を
出
で
て
府
に
帰
す
。
中
書
を
典
す
る
者
、
先
に
以
て
長
楽
五
官
史
朱
璃
に
告
ぐ
。

璃
、
武
の
奏
を
盗
発
し
、
罵
り
て
曰
く
、
中
官
の
放
縦
な
る
者
は
、
自
ず
か
ら
謙
す
べ
き
の
み
。
我
曹
何

の
罪
あ
り
て
、
而
し
て
当

に
族
滅
せ
ら
る
べ
け
ん
や
。

と
あ
り
、
こ
の
あ
と
宦
官

一
派
に
よ
る
反
撃
が
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

こ
こ
に
、
「長
楽
尚
書
」
と
み
え
て

い
る
の
は
、
詳
細
は

明
ら
か
に
し
得
な
い
も
の
の
、
当
時
實
太
后
が
長
楽
宮
に
あ

っ
て
臨
朝
称
制
し
て
い
た
こ
と
か
ら
蓼
、
皇
太
后
に
よ

る

「省
尚
書
事
」

の



必
要
上
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
と
み
て
大
過
な
か
ろ
う
。
ま
た
同
じ
く
右
に

「中
書
を
典
す
る
者

(典
中
書
者
)」
と

あ
る
の
も
、
皇
太
后

に
よ

る

「省
尚
書
事
」
に
関
わ

っ
て
長
楽
宮
内
で
の
文
書
を
取
り
扱
う
、
お
そ
ら
く
は
宦
官

任
用

の
職
任
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
要
す
る
に
、

實
武

は
太
后
臨
朝
を
背
景
に
、
そ
の
皇
太
后
の

「省
尚
書
事
」
に
影
響
力
を
行
使
す
べ
く
、
本
来
尚
書
郎
か
ら
小
黄

門
の
手
を
経
て
上
達

さ
れ

る
と

こ
ろ
の
章
奏
を
、
あ
え
て
宮
中
に

「宿
」
す
る
自
分
の
も
と

へ
直
接
上
呈
さ
せ
ん
と
、
自
派

の
侍
中
に

「内
奏
」
さ
せ
た
。
し

か
し
、
そ
れ
が
た
ま
た
ま
休
沐
に
よ
る
不
在
と
か
さ
な
り
、
不
幸
に
も

「典
中
書
者
」

の
手
を
経
て
宦
官

の
手
に
渡

っ
て
し
ま

っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
皇
太
后
と
肉
親
た
る
こ
と
を
も

っ
て
、
そ
の

「省
尚
書
事
」
に
影
響
力
を
行
使

し
よ
う
と
し
た
外
戚

で
は
あ
る
が
、
「省
尚
書
事
」
の
実
務
機
能
を
全
面
的
に
掌
握
す
る
宦
官

の
前
に
あ

っ
て
は
、
自
ず
と
限
界
が
あ
り
、
劣
勢
と
な
ら
ざ
る
を

得
な

か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
当
該
期
の
外
戚
に
と

っ
て
、
そ
の
政
権
基
盤
を
よ
り
強
め
る
た
め
に
は
、
必
然
的
に

「反
宙

官
」

の
旗
幟
を
鮮
明
に
し
た
う
え
で
、
官
界
に
勢
力
を
た
も

つ
反
宦
官

派
人
士
と
の
連
携
を
模
索
す
る
こ
と
し
か
、
そ
の
方
途
が
な
か

っ

た
と

い
え
よ
う
。
小
論
の
冒
頭
で
指
摘
し
た
、
後
漢
時
代
の
外
戚
の
前
後
半
そ
れ
ぞ
れ

へ
の
二
大
別
と

い
う
特
徴
は
、
以
上
述
べ
て
き
た

よ
う
な

「省
尚
書
事
」
を
め
ぐ
る
動
き
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

後
漢
時
代
に
お
け
る
宦
官

専
権
の
基
盤
を
な
し
た
政
治
機
能
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
様

々
な
研
究
が
お
こ
な
わ

れ
て
き
た
が

、
小

論
で
考
察

の
手
が
か
り
と
し
て
い
る

「省
尚
書
事
」
と
い
っ
た
皇
帝
支
配
の
中
枢
機
能
に
、
宦
官

が

い
か
に
関
わ

っ
て
い
た
の
か
と
い
う

点
に
な
る
と
、
必
ず
し
も
実
態
的
に
明
ら
か
に
し
得
な
い
面
が
あ
る
。
い
ま
、
「省
尚
書
事
」
に
関
わ

っ
て
宦
官

が
有

し
た
で
あ
ろ
う
権
限

・
機
能
を
う
か
が
わ
し
め
る
史
料
を
数
例
あ
げ
る
。

(蓋
勲
)
徴
さ
れ
討
虜
校
尉
に
拝
さ
る
。
霊
帝
召
見
し
、
問
う
、
天
下
何
ぞ
苦
し
み
て
而
し
て
反
乱
此
く
の
如

か
ら
ん
、
と
。
勲
曰

く
、
倖
臣
の
子
弟
之
を
擾
さ
ん
、
と
。
時
に
宙
者
上
軍
校
尉
窒
碩
、
座
に
在
り
。
帝
、
碩
に
顧
問
す
。

(列
伝
四
八
蓋
勲
伝
)

三
宦
官

の
政
治
的
役
割
と

「中
平
六
年
改
革
」



建
寧
二
年

(
一
六
九
)。

(侯
覧
)
母
を
喪
い
家
に
還
る
。
大

い
に
埜
家
を
起

こ
す
。
督
郵
の
張
倹

因
り
て
覧
の
食
修
奢
縦
な
る
を
挙

奏
し
、
…
之
を
謙
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
而
し
て
覧
、
伺
候
し
て
遮
り
載

つ
。
章
、
寛
に
上
ら
ず
。
…
又
た
覧
の
母
生
き
し
時
賓
客
と

交
通
し
、
郡
国
を
干
乱
す
と
奏
す
。
復
た
御
を
得
ず
。

(列
伝
六
八
宙
者
列
伝
侯
覧
伝
)

(傅
隻
)
後
に
護
軍
校
尉
と
為
り
、
左
中
郎
将
皇
甫
嵩
と
倶
に
賊
張
角
を
討

つ
。
隻
素
よ
り
中
官
を
疾
む
。
既

に
行
く
と
き
、
由
り

て
上
疏

し
て
日
く
、
…
書
奏
さ
る
。
宙
者

(中
常
侍
)
趙
忠
見
て
而
し
て
念
か
り
悪
む
。
張
角
を
破
る
に
及
び

て
、
蔓
の
功
多
く
し

て
当
に
封
ぜ
ら
る
べ
き
も
、
忠
、
之
を
訴
譜
す
。

(列
伝
四
八
傅
墨
伝
)

桓
帝
延
熹

二
年
。
大
将
軍
梁
冀

を
誹
す
。
而
し
て
中
常
侍
単
超
等
五
人
皆
な
翼
を
謙
す
る
の
功
を
以
て
並
び
に
列
侯
に
封
ぜ
ら
る
。

…

(白
馬
令
李
)
雲
素
よ
り
剛
に
し
て
、
国
の
将
に
危
う
か
ら
ん
と
す
る
を
憂

い
、
心
に
忍
ぶ

こ
と
能
わ
ず
。

乃
ち
露
布
上
書
し
、

副
を
三
府
に
移
し
て
、
曰
く
、
…
今
、
官
位
錯
乱
し
て
、
小
人
詔
進
す
。
…
と
。
帝
、
奏
を
得
て
震
怒
し
、
有

司
に
下
し
て
雲
を
逮

え
し
む
。
…
中
常
侍
管
霸

を
し
て
御
史
廷
尉
と
之
を
雑
考
せ
し
む
。
…
時
に
帝
、
濯
龍
池
に
在
り
。
管
霸

、
雲

等
の
事
を
奏
す
。
覇

脆
き
て
言

い
て
日
く
、
李
雲
は
野
沢
の
愚
儒
な
り
。
…
罪
を
加
う
に
足
ら
ず
、
と
。
帝
、
覇
に
謂

い
て
日
く
、

…
而
し
て
常
侍
之
を

原
さ
ん
と
欲
す
や
、
と
。
顧
み
て
小
黄
門
を
し
て
そ
の
奏
を
可
と
せ
し
む
。

(列
伝
四
七
李
雲
伝
)

い
ず
れ
も
、
宦
官

が
皇
帝
に
よ
る
章
奏

の
決
裁
処
理
の
過
程
、
す
な
わ
ち

「省
尚
書
事
」
に
深
く
関
与
し
て
い
た

こ
と
を
う
か
が
わ
し

め
る
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
蓋
勧
伝
お
よ
び
李
雲
伝

の
記
事
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
皇
帝
が
章
奏
を
決
裁
す
る
際

に
、
中
常
侍
に
顧
問

し
、

時
と
し
て
そ
こ
で
の
宦
官

の
意
見
が
、
皇
帝
の
決
断
を
左
右
す
る
こ
と
も
あ
り
得
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た

こ
と
が
、
当
該
期
に

お
け

る
宦
官
専
権
の
重
要
な
要
素
と
な

っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

と

こ
ろ
で
、
東
晋
次
氏
は
、
以
上
の
よ
う
な
宦
官

の
権
力
中
枢
に
関
わ
る
政
治
権
限
に
関
し
て
、
そ
の
ひ
と

つ
と

し
て
の

「中
よ
り
発

(下
)
す
」
方
式
の
詔
勅
、
す
な
わ
ち

「中
詔
」

の
存
在
を
取
り
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
機
能

・
性
格
に

つ
い
て
論
じ
ら

れ
て
い
る

。
そ
れ

に
よ
る
と
、
列
伝
五
三
李
固
伝
に
、
順
帝
期
に
執
拗
な
宦
官

批
判
を
展
開
し
た
李
固
を
、
宦
官

ら
が
陥
れ
よ
う
と
し
た
際

の
こ
と
と
し
て
、

而
る
に
阿
母

・
宙
者
は

(李
)
固
の
言
の
直
な
る
を
疾
み
、
詐
り
の
飛
章
に
因
り
て
以
て
其
の
罪
に
陥
れ
ん
と
す
。
事
は
中
よ
り
下



る

(事
従
中
下
)。

と
あ

り
、
ま
た
列
伝
五
六
陳
蕃
伝
に
、
同
じ
く
激
し
い
宦
官
批
判
を
繰
り
ひ
ろ
げ
た
陳
蕃
に

つ
い
て
、

宦
官

此
れ
に
由
り
蕃
を
疾
む
こ
と
弥
い
よ
甚
だ
し
。
選
挙
の
奏
議
は
、
輯
ち
中
詔
を
以
て
講
却
し
、
長
史
以
下
は
罪
に
抵
る
に
至
る

こ
と
多
し
。

と
あ
る
が
、

こ
れ
ら
に
み
え
る

「事
従
中
下
」
あ
る
い
は

「中
詔
」
と
は
、
右
の
李
固
伝
と
同
様
の
記
事
を
載
せ
る

『
資
治
通
鑑
』
巻
五

}
陽
嘉

二
年
条
の
胡
三
省
注
に
、
「事
は
中
よ
り
下
る
と
は
、
尚
書
を
経
ざ
る
な
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
尚
書
台
を
経
由
し
な
い
詔
令
の

発
布

方
式
で
あ
り
、
そ
う
し
た
方
式
に
よ
り
発
布
さ
れ
た
詔
令

の
こ
と

で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え

「皇
帝
を
と
り
ま
く
宦
官

と
、
尚
書
や
三
公

府
を
中
心
と
し
た
儒
家
官
僚
と
の
対
立
に
際
し
、
皇
帝
の
直
接
的
命
令
と
し
て
、
『
中
詔
』
が
宦
官

に
よ

っ
て
発
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て

儒
家
官
僚

の
政
治
活
動
や
提
言
が
抑
制

・
拒
否
さ
れ
て
」
(
二
四

一
頁
)

い
っ
た
の
で
あ
る
。
東
氏
は
、
こ
う
し
た
こ
と
が
宦
官

に
よ
る
皇

帝
権

の
恣
意
的
行
使

の
制
度
的
根
拠
で
あ

っ
た
と
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
仲
山
茂
氏
は

「事
従
中
下
」
に
し
て
も

「中
詔
」
に
し
て
も
そ
れ
が
尚
書
を
経
由
し
な
か

っ
た
と
す
る
積

極
的

証
拠
は
見
出
し
が
た
い
と
し
て
、
疑
問
を
呈
さ
れ
て
い
る
蓼
。
そ
も
そ
も

「中
詔
」
な
る
も
の
は
、
光
武
帝
の
と
き
の
事
例
も
確
認

で
き

(35
)、
必
ず
し
も
宦
官

専
権
期
特
有
の
も

の
と
は
い
え
な
い
。

そ
れ
だ
け
に
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
発
布
方
式
や
そ
の
性
格
に
つ
い
て
検

討
す

る
必
要
が
生
じ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
仲
山
氏
は
、
東
説

へ
の
疑
問
提
示
の
理
由
と
し
て
、
李
固
伝
に
み
え
る

「事
従

中
下
」

の
場
合
、
結
局
官
界
か
ら

の
李
固
擁
護
の
声

の
前
に
、
宦
官

ら
の
策
謀
は
潰
え
て
お
り
、
そ
の
方
式
に
現
実
的
実
効
性
が
必
ず
し

も
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
東
氏
が
論
拠
の
ひ
と
つ
と
し
て
引
用
す
る
、
梁
氏
珠
滅
事
件
を
伝
え
る
梁
冀

伝

の

「事
卒
従
中
発
」
と

い
う
記
述
か
ら
は
、
詔
令
が
尚
書
を
経
由
せ
ず
し
て
下
達
さ
れ
た
と
は
考
え
が
た
い
点
が
あ
る
こ
と
を
あ
げ
ら
れ
る
。
い
ま
、
後
者

の
梁

翼
伝

の
記
事
を
あ
ら
た
め
て
取
り
あ
げ
て
み
る
。

翼
心
に

(単
)
超
等
を
疑
い
、
乃
ち
中
黄
門
張
憧
を
し
て
省
に
入
り
宿
し
、
以
て
其

の
変
を
防
が
し
む
。
具
暖
、
吏
に
勅
し
て
揮
を

収
め
し
む
る
に
、
軌
ち
外
従
り
入
り
て
不
軌
を
図
ら
ん
と
欲
す
と
い
う
を
以
て
す
。
ω
帝
是
れ
に
因
り
前
殿
に
御
し
、
諸
尚
書
を
召



し
入
れ
て
、
其

の
事
を
発
す
。
尚
書
令
サ
渤
を
し
て
節
を
持

し
丞
郎
以
下
を
勒
し
、
皆
な
兵
を
操
り
省
閤
を
守

り
、
諸
符
節
を
敏
め

て
省
中
に
送
ら
し
む
。
…
翼
及
び
妻
の
寿
即
日
皆
な
自
殺
す
。
…
是
の
時
、
ω
事
は
卒
か
に
中
よ
り
発
せ
ら
れ
、
使
者
交
こ
も
馳
せ
、

公
卿
は
其
の
度
を
失
い
、
官
府
市
里
は
鼎
沸
し
、
数
日
に
し
て
乃
ち
定
ま
る
。

仲

山
氏
は
、
右
の
傍
線
部

の

「事
卒
従
中
発
」
は
、
傍
線
部
1

の

「帝
因
是
御
前
殿
、
召
諸
尚
書
入
、
発
其
事
」
と
対
応
し
て
い
る

と
さ

れ
る
。
筆
者
は
、
そ
の
前
段
階
の
省
中
で
の
桓
帝
と

「五
侯
」
宦
官

と
の
謀
議
過
程
を
含
め
る
べ
き
か
と
も
考
え
る
が
、

い
ず
れ
に

せ
よ
基
本
的
に
は
妥
当
な
指
摘
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
「事
従
中
発

(下
)」
と
は
、
尚
書
台
を
経
由
し
な

い
方
式
と

い
う
よ
り
も
、

逆
に

「中
」
よ
り
尚
書
台
に
対
し
て
発
せ
ら
れ
た

(下
さ
れ
た
)
も
の
と

い
う
可
能
性
が
高
く
な
る
。
や
や
結
論
的

に
い
え
ば
、
「事
従
中

発

(
下
)
」
あ
る
い
は

「中
詔
」
と
は
、
皇
帝
サ
イ
ド
に
て
発
意
さ
れ
、
尚
書
台
に
対
し
て
示
さ
れ
る

「皇
帝
の
意
思

」
で
あ
り
、
そ
の
方

式
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
を
、

つ
ぎ
の
ふ
た
つ
の
史
料
か
ら
確
認
し
て
お
こ
う
。

曹
節
、
之
を
聞
き
、
驚
き
起
き
て
、
帝
に
白
し
て
曰
く
、
外
間
切
々
な
り
。
請
う
ら
く
は
出
で
て
徳
陽
前
殿
に
御
せ
よ
、
と
。
帝
を

し
て
剣
を
抜
き
踊
躍
せ
し
む
。
乳
母
趙
娩
等
を
し
て
左
右
を
擁
衛
し
、
桑
信
を
取
り
、
諸
禁
門
を
閉
じ
せ
し
む
。
尚
書

の
官
属
を
召

し
、
脅
す
に
白
刃
を
以
て
し
、
詔
板
を
作
ら
し
む
。
王
甫
を
拝
し
て
黄
門
令
と
為

し
、
節
を
持
し
北
寺
獄
に
至
り
、
サ
勅

・
山
泳
を

収
め
し
む
。
沐
疑
い
、
詔
を
受
け
ず
。
甫
、
之
を
格
殺
す
。
遂
に
勧
を
害
し
、
鄭
颯
を
出
だ
す
。
還
り
て
共
に
太
后
を
劫

し
て
璽
書

を
奪
う
。

(列
伝
五
九
實
武
伝
)

是
に
於
て
、
尚
方
監
の
渠
穆
、
剣
を
抜
き
て
、
(何
)
進
を
嘉
徳
殿
の
前
に
て
斬
る
。

(中
常
侍
張
)
譲

・
(段
)
珪
等
、
詔
を
為
り
、

故
の
太
尉
焚
陵
を
以
て
司
隷
校
尉
と
為
し
、
少
府
許
相
を
河
南
サ
と
為
す
。
尚
書
、
詔
板
を
得
て
、
之
を
疑
い
て
、
曰
く
、
請
う
ら

く
は
大
将
軍
の
出
で
て
共
に
議
せ
ん
、
と
。
中
黄
門
、
進
の
頭
を
以
て
尚
書
に
榔
与
し
て
日
く
、
何
進
謀
反
し
、
已
に
謙
に
伏
す
、

と
。

(列
伝
五
九
何
進
伝
)

實
武
伝

の
記
事
は
、
前
節

で
引
用
し
た
建
寧
元
年

の
實
武

・
陳
蕃
ら
に
よ
る
宦
官

珠
滅
計
画
に
関
す
る
記
事
の
後

段
部
分
で
あ
る
。

一

方
の
何
進
伝

の
記
事
は
、
中
平
六
年

(
一
八
九
)
の
何
進

・
哀
紹
ら
に
よ
る
宦
官

謙
滅
を
企
図
し
た
政
変
の

一
場
面
を
伝
え
る
も
の
で
あ



る
。
前
者
に
は
、
實
武
ら
の
行
動
に
先
ん
じ
る
か
た
ち
で
、
中
常
侍
曹
節
ら
が
尚
書
官
を
召
致
し
て
な
か
ば
暴
力
的
に
詔
板
を
作
成
さ
せ
、

實
武
派
の
山
沐
に
か
え
て
、
自
派
の
王
甫
を
黄
門
令
と
す
る
人
事
を
発
動
し
た
こ
と
が
み
え
、
後
者
に
は
、
何
進
を
斬
殺
し
た
宦
官

一
派

が
、
事
態
を
優
位
に
進
め
る
た
め
の
人
事
案
件
を
記
し
た
詔
板
を
独
自
に
作
成
し
、
尚
書
台
に
下
達
し
た
と
こ
ろ
、
尚
書
官

は
そ
れ
に
疑

念
を
抱
き
、
「録
尚
書
事
」
で
あ

っ
た
何
進
と
の
協
議
を
要
請
し
た
が
、
宦
官

の
ひ
と
り
が
何
進
の
首
級
を
投
げ

つ
け

、
そ
の
動
き
を
封
じ

よ
う
と
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
両
者
と
も
に
、
皇
帝
サ
イ
ド
に
あ

っ
た
宦
官

が
政
変

の
帰
趨
を
決
す
る
で
あ
ろ
う
人
事
案
件
を

発
意
し
、

一
方

で
は
尚
書
官
に
そ
れ
に
沿

っ
た
詔
書
の
作
成
を
強
要
し
、
他
方

で
は
準
備
し
て
い
た
詔
板

の
詔
書
と

し
て
の
発
布
を
こ
れ

ま
た
強
要
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、

い
ず
れ
の
場
合
も
東
氏
が
注
目
さ
れ
た

「事
従
中
発

(下
)
」
と

同
様
な
あ
り
方
の
も

の
と

い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し
そ
こ
に
東
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
尚
書
台
を
経
由
し
な
い
発
布
形
式

の

「中
詔
」
と

い
う
も

の
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
詔
書
の
発
布
を
め
ぐ

っ
て
、
右
に
み
え
る
よ
う
な
宦
官

と
尚
書
官
と
の
や
り
と
り
は
発
生
し
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
「中
よ
り
発
せ
ら
れ

(下
さ
れ
)」
る

「中
詔
」
と
は
、
皇
帝
官
房
と
し
て
尚
書
体

制
の
根
幹

に
位
置
し

て
い
る
尚
書
台
を
経
由
せ
ず
に
発
布
さ
れ
る
詔
令
と
い
っ
た
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
先
に
推
測
し
た
よ
う
に
、
皇
帝
サ
イ
ド
に
お
い
て

発
意
さ
れ
、
尚
書
台
に
対
し
て
示
さ
れ
る
皇
帝
の

「意
思
」
の
表
現
で
あ
り
、
そ
の
意
味

で

「中
詔
」
で
あ

っ
て
も

、
体
制
を
起
動
さ
せ

る
た

め
に
は
、
皇
帝
官
房
た
る
尚
書
台
を
経
由
し
て
、
正
式
な
詔
勅
と
し
て
発
布
さ
れ
る
必
要
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ち
な
み
に
、
東
氏
は
自
ら
の

「中
詔
」
理
解
の
う
え
に
立

っ
て
、
そ
う
し
た

「中
詔
」
が
宦
官

専
権

の
手
段
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「前
漢

の
内
朝

・
外
朝
、
後
漢
初
期
の
光
武
帝
に
よ
る
尚
書
の
直
属
化
に
よ
る
皇
帝
権

の
強
化
、
と
は
ま

っ
た
く
異

な
る
政
治
構
造
が
、

後
漢
後
期
に
お
い
て
出
現
し
た

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

「中
詔
」
が
右
に
み
た
よ
う
に
、
皇
帝
官
房
た
る
尚

書
台
に
対
し
て
示
さ
れ
る
皇
帝
の

「意
思
」
と
い
っ
た
性
格
の
も
の
で
あ

っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
宦
官

の
そ
こ
へ
の
関
与
と
い
う
こ
と
は
、

ま
さ

し
く
皇
帝
の

「省
尚
書
事
」

へ
の
関
与

の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も

の
と
な
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
少
な

く
と
も
政
治
構
造
的

に
み
た
場
合
、
尚
書
体
制
と
そ
の
根
幹
機
能
に
関
与
し
た
宦
官

の
存
在
と
は
、
決
し
て
矛
盾
す
る
関
係
に
は
な
か

っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
尚
書
体
制
の
も
と
で
の
宦
官

と
い
う
存
在
は
、
皇
帝
が
そ
の

「意
思
」
を
国
政
運
営

の
う
え
に
反

映
さ
せ
る
た
め
の
重



要
な
政
治
手
段
と
な
る
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
宦
官

の

「省
尚
書
事
」

へ
の
関
与
と
い
う
事
態

は
、
大
勢
と
し
て
後

漢
時
代
に
お
け
る
尚
書
体
制
の
展
開
が
必
然
的
に
生
じ
せ
し
め
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
観
点
か

ら
、
以
下
に
中
平
六

年

(
一
八
九
)
に
な
さ
れ
た

「省
尚
書
事
」
を
め
ぐ
る
改
革
の
動
き
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

宦
官

に
よ
る
政
治
墾
断
は
、
「桓

・
霊
の
間
」
に
お
い
て
熾
烈
を
極
め
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の

一
方
宦
官

専
横
を
批
判
す
る
声
も
激
し

さ
を
増
し
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
宦
官

批
判
の
な
か
に
、
宦
官

の
枢
機
か
ら

の
排
除
を
求
め
る
と
と
も
に
、
宦
官

排
除
後

の
代
替
措
置
を

あ
わ
せ
講
じ
た
事
例
が
散
見
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
第

一
節
冒
頭
に
引
用
し
た
朱
穆
の
桓
帝
に
対
す
る
口
陳
の
な
か
に
、
「宜
し
く
皆
な
罷

遣
し
、
博
く
誉
儒
宿
徳
な
る
を
選
び
、
政
事
に
与
参
せ
し
む
べ
し
」
と
み
え
て
い
る
。
こ
れ
自
体
は
や
や

一
般
的
な
表

現
に
過
ぎ
な
い
が
、

そ
の
前
段
で
宦
官

(中
常
侍
あ
る
い
は
小
黄
門
)
に
よ
る

「省
尚
書
事
」
の
墾
断
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
、

一
般
論
と
片
づ
け
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
そ
の
点
、
よ
り
具
体
的
な
か
た
ち
で
論
じ
て
い
る
史
料
が
あ
る
。
順
帝

の
陽
嘉
二
年

(
一
三
三
)、
李
固
が
お
こ
な

っ

た
有
名
な
対
策
の
な
か
に
み
え
る
も
の
で
あ
る
。
列
伝
五
三
李
固
伝
に
、

宜
し
く
宦
官

を
罷
退
し
、
其
の
権
重
き
を
去
る
べ
し
。
裁
か
に
常
侍

二
人
、
方
直
に
し
て
有
徳
な
る
者
を
置
き

て
、
事
を
左
右
に
省

せ
し
め
、
小
黄
門
五
人
、
才
智
閑
雅
な
ら
ん
者
を
し
て
、
殿
中
に
給
事
せ
し
め
よ
。

と
あ

る
。
鎌
田
重
雄
氏
は
こ
の
部
分
に
よ

っ
て
、
宦
官

の
人
員
を
減
ら
し
て
中
常
侍
は
二
人
、
小
黄
門
は
五
人
と
し
、
人
物

の
良
好
な
る

も
の
を
任
ず
べ
き
を
訴
え
た
も
の
と
い
う
理
解
を
示
さ
れ
た

。
し
か
し
、
李
固
の
対
策
の
基
調
は
、
宦
官

専
横
の
弊
害
を
訴
え
る
も
の

で
あ

り
、
そ
の
う
え
で

「
宦
官
を
罷
退
し
」
に
つ
づ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
、
右

の

「常
侍
」
お
よ
び

「小
黄
門
」
を
宦
官

と
み

て
、

そ
の
単
な
る
定
員
削
減
策
と
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
こ
は
、
宙
者
を
も

っ
て
充
て
て
い
る
常
侍

・

小
黄
門
の
ポ

ス
ト
に
士
人
を
充
当
す
べ
き
が
主
張
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
当
該

期
に
あ

っ
て
宦
官

批

判
を
展
開
し
た
人
士
の
な
か
に
も
、
宦
官

が
現
実
に
担

っ
て
い
る

「省
尚
書
事
」
に
関
わ
る
機
能
が
、
尚
書
体
制
に
よ
る
国
政
運
営
の
う

え
で
必
要
不
可
欠
の
も
の
で
あ

っ
た
と

い
う
こ
と
が
、
正
し
く
認
識
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
現
実
政

治
の
舞
台

で
の
宦
官

の
役
割
を
ふ
ま
え
て
お
こ
な
わ
れ
た
の
が
、
中
平
六
年
の
改
革
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。



中
平
六
年
四
月
、
霊
帝
が
死
去
す
る
と
政
局
は
い
よ
い
よ
混
迷

の
度
を
深
め
る
こ
と
と
な
る
。
何
太
后
臨
朝

の
も

と
少
帝
劉
弁
が
立
て

ら
れ
、
大
将
軍
何
進
と
哀
紹
ら
に
よ
る
宦
官

謙
滅
計
画
が
進
行
し
、
途
中
何
進
が
殺
害
さ
れ
る
と

い
う
事
態
は
あ

っ
た
も
の
の
、
同
年
八

月
、

哀
紹
ら
に
よ

っ
て
宦
官
勢
力
は
謙
滅
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
井
州
牧
董
卓
に
よ
る
少
帝
廃
位
と
献
帝
劉
協
擁
立

(九

月
)
、
さ
ら
に
長
安
遷
都
強
行

(翌
初
平
元
年
二
月
)
と

つ
づ
き
、
後
漢
王
朝
は
瓦
解

へ
と
む
か
う
こ
と
と
な
る
。
と

こ
ろ
で
、
事
態
が
急

展
開
す
る
な
か
で
、
「省
尚
書
事
」
を
め
ぐ

っ
て
重
要
な
改
革
が
断
行
さ
れ
る
。
献
帝
紀
中
平
六
年
条
に
、

九
月
甲
戌
。

(劉
協
)
皇
帝
位
に
即
く
。
年
九
歳
。
…
丙
子
。
董
卓
、
皇
太
后
何
氏
を
殺
す
。
初
め
て
侍
中

.
給
事
黄
門
侍
郎
を
し
て

員
各
六
人
な
ら
し
む
。
公
卿
以
下
黄
門
侍
郎
に
至
る
に
賜
い
て
、
家
ご
と
に

}
人
を
郎
と
為
し
、
以
て
宦
官

の
領
す
る
所
の
諸
署
に

補
し
て
、
殿
上
に
侍
ら
し
む
。

と
あ
り
、
ま
た

『続
漢
書
』
百
官
志
三
少
府
黄
門
侍
郎
条

の
注
引
く

『献
帝
起
居
注
』
に
、

帝
初
め
て
即
位
す
る
に
、
初
め
て
侍
中

・
給
事
黄
門
侍
郎
、
員
各
六
人
を
置
く
。
禁
中
に
出
入
し
、
帷
握
に
近
侍
し
、
尚
書
の
事
を

省
す

(省
尚
書
事
)。
…
旧
と
侍
中

・
黄
門
侍
郎
の
中
宮
に
在
り
し
者
を
以
て
、
与
も
に
近
密
し
て
政
に
交
わ
ら

し
め
ず
。
黄
門
を
珠

す
る
の
後
、
侍
中

・
侍
郎
、
禁
聞
に
出
入
し
、
機
事
頗
る
露
わ
る
。
是
に
因
り
て
王
允
乃
ち
奏
し
て
、
尚
書
に
比
し
て
、
出
入
す
る

を
得
ざ
ら
し
む
。
賓
客
に
通
ぜ
ざ
る
こ
と
、
此
れ
よ
り
始
ま
る
。

と
や
や
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
み
え
る
改
革
に

つ
い
て
は
、
下
倉
渉
氏
に
専
論
が
あ
り
塾
、
氏
は
こ
の
改
革
を

「中
平
六
年

改
革
」
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
小
論

で
も
以
下
こ
の
呼
称
を
使
用
す
る
。
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
改
革
は
、
献
帝
即
位

の
中
平
六
年
九
月
甲

戌

(
一
日
)
か
ら
程
な
く
し
て
断
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
①
皇
帝
近
侍
官
か
ら
宦
官

が
排
除
さ
れ
た

こ
と
、
②

「省
尚

書
事
」
権
が
侍
中

・
黄
門
侍
郎
に
制
度
的
に
付
与
さ
れ
た
こ
と
、
③
両
官
職
の
間
に
上
下
統
属
関
係
が
設
定
さ
れ
た

こ
と
、
④
定
員
化
に

よ
り
両
官
職

の
選
任
基
準
が

「血
」
か
ら

「知
」

へ
と
転
換
し
た
こ
と
、

に
整
理
さ
れ
る
。
小
論
で
の
考
察

に
関
係
す
る
の
は
、

こ
の
う

ち

の
①
と
②
と
な
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
宣
官
が

一
掃
さ
れ
た
の
ち
官
員
不
在
と
な

っ
た
官
署

へ
の
人
員
補
充
が
同
時
に
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
ふ
ま
え
る
と
、
別
個

の
改
革
内
容
と
い
う
よ
り
も
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
同
年
八
月
に
発
生
し



た

「
連

の
政
変
の
結
果
、
蕩
帝
期
以
来

「省
尚
書
事
」
に
大
き
く
関
わ

っ
て
い
た
宦
官

中
常
侍

(あ
る
い
は
小
黄
門

)
が

「消
滅
」
し
た

こ
と
に
よ
り
、
あ
ら
た
め
て
定
員
化
さ
れ
た
侍
中

・
黄
門
侍
郎
の
両
官
職
に
、
「省
尚
書
事
」
を
制
度
的
に
補
完
す
る
権
限
機
能
が
付
与
さ

れ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
お
そ
ら
く
は
機
能
停
止
に
近
い
状
態
に
瀕
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
尚
書
体
制
の
再
構
築
が
は
か
ら

れ
よ
う
と
し
た
も
の

と
考
え

て
大
過
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
宦
官

専
権
期
を
通
じ
て
反
宦
官

人
士
か
ら
繰
り
返
し
要
請
さ
れ
て
い
た
、

「省
尚
書
事
」
か
ら
の

宦
官

の
排
除
と

「方
直
有
徳
」
な
る
人
材
の
登
用
と
い
う
こ
と
が
、
歴
史
が
後
漢
王
朝
瓦
解

へ
と
大
き
く
動
い
た
こ

の
中
平
六
年
に
至

っ

て
、
制
度
的
な
か
た
ち
で
実
現
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。

最
後
に
、
小
論
で
検
討
し
て
き
た
後
漢
時
代
に
お
け
る

「省
尚
書
事
」
を
め
ぐ
る
動
き
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
の
、

「中
平
六
年
改
革
」
の

歴
史
的
意
義
に

つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
。
前
漢
中
頃
か
ら
志
向
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
、
新
し
い
国
政
運
営

の
あ

り
方
と
し
て
の
尚
書

体
制

の
構
築
と
い
う
動
き
は
、
前
漢
末
か
ら
後
漢
初
に
か
け
て
、
と
く
に
そ
の
柱
で
あ
る
皇
帝
官
房
た
る
尚
書
台

の
整
備
強
化
と
い
う
局

面
で
大
き
く
進
展
を
み
せ
た
。
し
か
し

一
方
、
そ
の
皇
帝
官
房

・
尚
書
台
を
統
轄
し
て
国
政
を
運
営
す
る
た
め
の
政
治
機
能

「省
尚
書
事
」

に
関
し
て
い
え
ば
、
ひ
と
え
に
皇
帝
個
人
の
能
力
資
質
に
か
か
る
側
面
が
極
め
て
大
き
い
ま
ま
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
後
漢
代
に
入

っ
て

特
徴

的
に
あ
ら
わ
れ
た
幼
帝

の
即
位
と

「女
主
」
皇
太
后
に
よ
る
臨
朝
称
制
の
頻
出
と

い
う
情
況
に
あ

っ
て
、
低
下

し
た
あ
る
い
は
制
約

さ
れ
た

「省
尚
書
事
」
能
力
を
補
完
す
る
存
在
と
し
て
、
ま
ず
は
外
戚
が
そ
し
て
つ
づ

い
て
宦
官

が
登
場
し
、
そ
の
副
産
物
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
に
よ
る
専
権
と
い
う
事
態
と
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
後
漢
末
に
至
り
、
そ
れ
ま
で

「省
尚
書
事
」
機
能
を
ほ
ぼ

独
占
的
に
補
完
し
て

い
た
宦
官

が

一
掃
さ
れ
る
と
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
役
割
を
体
制
と
し
て
整
備
し
て
い
こ
う
と
い
う
ね
ら
い
を
も

っ
て
、
侍
中
お
よ
び
黄
門

侍
郎

に
よ
る

「省
尚
書
事
」
補
完
が
制
度
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
「中
平
六
年
改
革
」
は
尚
書
体
制
に
新
し
い
展
開
を
も
た

ら
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る

。
ま
た
、
小
論
で
考
察
し
た
外
戚
さ
ら
に
は
宦
官

に
よ
る

「省
尚
書
事
」
補
完
と
い
う
あ
り
方
は
、

そ
う
し
た
尚
書
体
制
の
展
開
過
程
で
の
試
行
錯
誤
の
動
き
で
あ

っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。



列
伝
六
三
劉
虞
伝
に
、

(初
平
)
二
年

(
一
九

一
)。
冀
州

刺
史
韓
額

・
勃
海
太
守
衰
紹
及
び
山
東

の
諸
将
議
し
て
、
以
ら
く
、
朝
廷
は
幼
沖
に
し
て
、
董
卓

に
逼
ら
れ
、
遠
く
関
塞
を
隔
て
、
存
否
を
知
ら
ず
、
と
。

(幽
州
牧
劉
)
虞
、
宗
室
の
長
者
な
る
と
以
て
、
立
て
て
主
と
為
さ
ん
と
欲

す
。
乃
ち
故

の
楽
浪
太
守
趙
岐
等
を
遣
わ
し
、
議
を
齎
し
、
虞
に
尊
号
を
上

つ
る
。
虞
、
岐
等
に
見
え
、
属
色

し
て
之
を
叱
し
て
日

く
、
今
天
下
崩
乱
し
、
主
上
蒙
塵
す
。
…
諸
君
各

々
州
郡
に
拠
れ
り
。
宜
し
く
共
に
力
を
鐵
わ
せ
、
心
を
王
室

に
尽
く
す
べ
き
に
、

而
し
て
反

っ
て
逆
謀
を
造
し
、
以
て
相
垢
誤
せ
ん
や
、
と
。
固
く
之
を
拒
む
。
醸
等
又
た
虞
に
尚
書

の
事
を
領

し

(領
尚
書
事
)
、
承

制
封
拝
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
復
た
聴
か
ず
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
董
卓
が
長
安
遷
都
を
強
行
し
た
翌
年
の
こ
と
で
あ
る
。
実
態
と
し
て
董
卓

の
梶
偏
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
献
帝

に
か
え

て
、

「宗
室
の
長
者
」
た
る
劉
虞
を
皇
帝
に
立
て
ん
と
す
る
動
き
が
、
山
東

の
諸
将
の
間
に
起
こ
り
、
使
者
が
派
遣
さ
れ
た
が
、
劉
虞

の
拒

絶
す
る
と
こ
ろ
な

っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
劉
虞
の
拒
絶

に
あ

っ
た
使
者
た
ち
が
、
あ
ら
た
め
て
劉
虞

に

「領
尚
書
事
」
就

任
を
要
請
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の

「領
尚
書
事
」
と
は
、
尚
書
体
制
形
成
の
過
程
で
、
皇
帝
と
の
人
格
的
信
頼
関
係
を
も

っ
た
人
材
が
、
軍
事
力
を
背
景
に
尚
書
台
の
皇
帝
官
房
機
能
を
総
覧
し

つ
つ
国
政
運
営
を
輔
翼
し
て
い
く
と
い
う
役
割
を
も

つ
も

の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
尚
書
台
が
皇
帝
官
房
と
し
て
の
地
位
機
能
を
ほ
ぼ
確
立
し
た
後
漢
代
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
歴
史
的
役
割
を
す
で
に

終
え
、
歴
史
の
表
面
か
ら
す
が
た
を
消
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
の

「領
尚
書
事
」
が
こ
こ
に
ふ
た
た
び
あ
ら
わ
れ
た
と

い
う

こ
と
は
、

そ
れ

が
特
殊
な
情
況
下
で
の
事
例
と
は
い
え
、
大
勢
と
し
て
尚
書
体
制
に
よ
る
国
政
運
営
と

い
う
あ
り
方
が
大
き
く
後
退
し
て
き
て
い
た

こ
と

を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
同
時
に
、
尚
書
体
制
を
基
軸
に
据
え
て
い
た
後
漢
王
朝

の
支
配
が
終
焉
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に



(
1
)

小
論
で
用

い
る

「
後
漢

後
半
期

」
と

い
う
時
期
区
分
は
、
お
お
よ

そ
順
帝
期

(
一
二
五
～

「
四
四
)

の
中
頃
以
降
後
漢
末

に
至

る
時
期

を
指
す

も
の
で

あ
る
。

こ
う
し
た
時
期

区
分
を

お
こ
な
う
理
由
に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「後
漢
前
半
期
に
お
け
る
皇
帝
支

配
と
尚
書
体
制
」

(東
洋
学
報
第
八

一
巻
第
四
号
、

二
〇
〇
〇
年
三
月
)
註

(6
)
を
参
照
さ

れ
た

い
。
な
お
、
小
論

に
お

い
て

「前
稿
」
と
表
記
す
る
場
合
は
こ

の
論
考
を
指
す
も

の
と
す

る
。

(2
)

近
年

の
主
な

も
の
を
あ
げ

て
お
く
。
狩
野
直
禎

『
後
漢
政
治
史

の
研
究
』

(同

朋
舎
出
版
、

「
九
九

三
年

)
、
渡
邉

義
浩

『
後
漢
国
家

の
支
配
と
儒
教
』

(雄
山
閣
、

一
九
九
五
年
)
、
東
晋
次

『
後
漢
時
代

の
政
治
と
社
会
』

(名
古
屋
大
学
出
版
会

、

一
九
九
五
年

)
、
江
幡
真

一
郎

「
後
漢

末

の
農
村

の
崩
壊

と
宦
官

の
害

民
に

つ
い
て
」

(集
刊
東
洋
学
二

一
、

一
九
六
九
年
)
、
矢

野
主
税

「後
漢
宦
官

の
性
格
に

つ
い
て
」

(同
氏
著

『
門
閥
社
会
成
立
史
』
国
書

刊
行
会
、

一
九
七
六
年
所
収

)、
多

田
狛
介

「後
漢
後
期

の
政
局
を

め
ぐ

っ
て

1
外
戚

・
宦
官
・
清
流
士
人
1

」
(同
氏
著

『
漢
魏
晋
史

の
研
究

』
汲
古
書
院
、

一
九
九
九
年
所
収
)
、
山
田
勝
芳

「後
漢

の
大
司
農

と
少
府
」

(史
流
第

一
八
号
、

一
九
七
七
年
)
。

(
3
)

こ
の
点

に

つ
い
て
は
、
そ

の
詳
細
を
前
稿

の
は
じ
め
に
お
よ

び
第

一
節

で
検
討

し
た
。
参
照
さ
れ

た
い
。

(
4
)

『
支
那
官
制
発
達
史

上
』

(中
央
大
学
出
版

部
、

一
九
四
二
年
。
汲

古
書

院
影
印
、

[
九
七
三
年
)

の

「序
説
」

に
お

い
て
、
和

田
清
氏
は
中
国
官
制

の
第

一
の
特
徴
と

し
て
、

「支

那
官
制

の
波

紋
的
循
環
発
生
と

で
も
言

お
う
か
。
天
子

の
側
近

の
私
的

の
微
臣
が
次
第

に
権
力
を
得

て
、
表
面

の
大
官
を

圧
し
、
や
が
て
之
に
取

っ
て
代
る
と
、
又
そ
の
裏

面
に
私
的
な
実
権
者

が
生
じ
、
そ
れ
が
発
達
し

て
表
面

の
大
官
と
な

り
、
絶

え
ず
之
を
繰
返
す

こ
と

で

あ
る
」

(四
頁
)
と
述

べ
ら

れ
て
い
る
。
な

お
、

こ
う
し
た

「波
紋
的
循

環
発
生
」
論

の
問
題
点

に

つ
い
て
は
、
拙

稿

「漢
代
政
治
制
度

史
に
関
す
る

二

・
三
の
問
題

-
内
朝

・
外
朝
及
び
尚
書
問
題
に
つ
い
て
の
近
年
の
研
究
を
め
ぐ
っ
て
ー

」
を
参
照
。

(
5
)

藤

田
高
夫

「前
漢
後
半
期

の
外

戚
と

官
僚

機
構

」

(東
洋
史
研
究
第

四
人
巻
第
四
号
、

一
九
九

〇
年

三
月
)
、
小

川
由

記

「書
評

東
晋
次
著

『
後
漢

時

代

の
政
治
と
社
会
』
」

(史
林
第

七
九
巻
第

四
号
、

一
九

九
六
年
七
月
)
。

と
く
に
後
者
に
は

「皇
帝
権

の
相
対
化
」
論

の
問
題
点

に

つ
い
て
明
快
な
指
摘

が
あ

る
。

(6
)

後
漢

代
政
治
史

に
登
場
し
た
外
戚
と

し
て
は
、

い
ま

ひ
と

つ
安
帝
末
年

の
閻

氏
を

あ
げ

る
べ
き
か
も
し
れ
な

い
。
小
論

で
は
、
皇

太
后
閻
氏

の
臨
朝
称

制
お
よ
び
そ
の
も
と

で
の
外
戚
閻
氏

の

「専
権
」
が

一
年
に
満
た
な

か

っ
た

こ
と
な

ど
を

も

っ
て
、

検
討

の
対
象
か
ら
除

外
し
た
。

た
だ
し
、
あ
え
て
そ

れ
を
含

め
る
と
す

る
な
ら
ば
、
前
者

の
グ

ル
ー
プ
に
入
る

こ
と
と
な
ろ
う
。
な

お
そ
の
場
合

で
も
、

小
論

の
検
討
結
果
を
大
き

く
左
右
す

る
こ
と
は
な

い

と
考
え
る
。

註



(
7
)

前
掲
註

(
2
)
東
氏
論
著
第

四
章
第
三
節
。

(
8
)

本
論
中

に
引
用
し
た
朱
穆
伝

の
後
段
に

「穆
素

剛
。

不
得
意
、
居
無
幾
、
憤
慈

発
疽
。

延
熹

六
年
、
卒
。
」
と
あ
る
。

(
9
)

漢
代

に
お
け

る

「故
事

」
あ
る

い
は

「旧
典
」
に

つ
い
て
は
、
邪
義

田

「従

『
如

故
事
』
和

『
便
宜

故
事

』
看
漢
代
行
政
中
的

経
常
与
権
変

」

(同
氏

著

『
秦
漢
史
論
稿
』
東
大
図
書
公
司
、

一
九
八
七
年
所

収
)

に
詳

し
い
。

(
10
)

章
奏
が
尚
書
台

の
披
閲
を
経

て
皇
帝

の
も
と
に
上
達
さ
れ
る

こ
と
を

、

「御
」
と
称

す
る
よ
う

で
あ
る
。

列
伝
六
九
上
楊
倫
伝

に

「倫
乃
上
書

日
、
,

奏
御
。
」
と
あ

る
。

(
11
)

詔
書

の
下
達
を
め
ぐ

っ
て
は
、
宦
官

の
政
治
的
役
割
と
関
連
す
る
限

り
に
お
い
て
、
第

三
節

で
検
討
を
お

こ
な
う
。

(
12
)

加
官

に

つ
い
て
は
、
労

幹

「論
漢

代
的
内

朝
与
外
朝
」

(同
氏
著

『
勢

幹
学
術
論

文
集
』
甲
編
上
冊

、
芸
文
印
書
館
、

一
九

七
六
年
所
収
)
参

照
。

ま

た
、
前
掲
註

(
5
)
藤

田
論
考
に
も
、
加
官

の
機
能

面
か
ら

の
優
れ
た
考
察

が
な
さ

れ
て

い
る
。

(
13
)

「
省
尚

書
事

」
と
密
接

に
関
連
す

る
政
治

機
能
と

し
て
、
前
漢
期

の

「
領
尚
書
事
」
と
後
漢
期

の

「
録
尚
書
事

」
が
あ
る
。
と
も
に

不
明
な
部

分
が
多

い
が
、

い
ず

れ
も
前
皇
帝

死
去
直
後

の
帝
位

空
白
期

あ
る
い
は
幼
帝

の
即
位
な
ど

に
と
も
な
う

「省
尚

書
事
」
能
力

の
大
幅
低
下
を
、
尚
書

台

の
機
能
を

総
覧

す
る
か
た
ち

で
補
完
し

つ
つ
、

一
方

で
国
政

運
営
全
体

を
輔

翼

し
て
い
く
と

い
う

あ
り
方

の
も

の
で
あ

っ
た
。
両
者

の
相
違
点

と
し

て
は
、
「
領
尚

書
事

」
が
、
皇
帝

と
の
人
格
的
信
頼

関
係
乃
至
血
縁
的

紐
帯
を
有

し
、
そ
れ
を
軍
事
力

に
よ

っ
て
補
強

し
た
人
材
に
よ

っ
て
、
皇
帝
存
在

そ
の
も

の
を
支

え
る
も
の
と

し
て
あ
ら
わ
れ
た

の
に
対
し
、
「録
尚
書
事

」
は
、
皇
帝

を
頂
点
に
お
く
皇
帝
支

配
の
体
制

を
支
え
輔
翼
し
て

い
く
と

い
う
も

の
で
あ

っ
た
。

な

お
、
拙
稿

「漢
代

に
お
け
る
尚
書

体
制
の
形
成

と
そ
の
意
義
」

(東
洋
史
研
究
第

四
五
巻
第

二
号
、

一
九
八
六
年
九
月
)
お
よ
び
前
稿
参
照
。

(
14
)

拙

稿

「
前
漢

中
期

の
政
治
構
造

と

『
雷
氏

政
権

』
」
(新
潟
史
学
第

三
五
号
、

一
九
九

五
年

十
月
)

お
よ
び

「前
漢
後
期
に
お
け
る
尚
書
体

制

の
展
開
と

そ
れ
を
め
ぐ
る
諸
問
題

-
中
書
宦
官

・
三
公
制
形
成

・
王
莽
政
権
ー

」

(東
ア
ジ

ア

ー
歴
史
と
文
化
-

第

七
号
、

一
九
九
八
年
)
参
照
。

(
15
)

諸
曹
と
左
右
曹
と
は
同

一
の
も

の
と
み
る
こ
と
が

一
般
的

で
あ
る
。
前
掲
註

(
12
)
論
考

参
照
。

(
16
)

拙

稿

「
内
朝
と
外
朝

-

漢
朝
政
治
構
造
の
基
礎
的
考
察
1

」

(新
潟
大
学
教

育
学
部
紀
要

・
人
文
社
会

科
学
編
第

二
七
巻
第

二
号
、

一
九

八
六
年

三
月
)

参

照
。

(
17
)

こ
の
と
き
郵
彪

は

「録
尚
書
事
」

で
あ

っ
た

(和
帝
紀
)
。
お

そ
ら

く
蜜

憲

は
、

統
御
し
易

い
人
物

を

「録
尚
書
事
」
と

し
て
、
自
ら

の
発
意

事
項

の

尚
書

台
通
過

(章
奏
披
閲
)
を
容
易
な
も
の
と

し
よ
う
と

し
た
も

の
と

み
ら
れ
る
。

(
18
)

前
掲
註

(
2
)
の
狩
野

・
渡
邉

・
東
三
氏

の
論
著

で
も
、

和
帝
紀

の
記
載

に
も
と
づ
き
外

戚
實

氏
敗

亡

の
理
由
を
説
明
さ
れ

る
が
、
な
ぜ
資

氏

一
派
が
和



帝
廃
位
を
画
策

す
る
に
至

っ
た

の
か
と

い
う
こ
と

に

つ
い
て
は
、

必
ず

し
も
明
言
が
な

い
。

(
19
)

ち
な

み
に
、
東
晋
次
氏

は
、
こ
の
長
期
化
を
郡
氏
専
権

の

「安
定
性
と
自
信

」
に
よ
る
も

の
と
さ
れ

て
い
る

(前
掲

註

(
2
)
東
氏
論
著
第

四
章
第

一
節

)。

そ
れ
に
対
し
、
仲

山
茂
氏

は
、

郵
氏

が
当
該
期

の
大
半
を
無
位
無

官
に
近

い
状
態

で
お

く

っ
て
い
る
こ
と
を
も

っ
て
、
東
氏

の
理
解

に
疑

問
を
投
げ
か
け

ら
れ
て
い
る
。
仲
山
茂

「書
評

東
晋
次
著

『
後
漢
時
代

の
政
治
と
社
会
』
」

(名
古
屋
大

学
東
洋
史

研
究
報
告
第

二

二
号
、

一
九
九
八
年
)
。

(20
)

前
掲
註

(
2
)
狩
野
氏
論
著
第

五
章
第

一
節
お
よ
び
東
氏
論
著
第
四
章
第

二
節
参
照
。

(
21
)

前
掲
註

(
2
)
東
氏
論
著
第

四
章
第

二
節

二
二

一
頁

で
、
東
氏
は

「順
帝
擁
立

こ
そ

は
宦
官

専
権

の
決
定
的

要
因
と
な

っ
た
」
と
述

べ
ら
れ

て
い
る
。

(
22
)

梁
糞

は
こ
れ
に
さ
き
だ

つ
沖
帝
即
位

の
建
康

元
年

(
一
四
四
)
、
太
傅
趙
峻

・
太
尉
李

固
と
と
も
に

「録
尚
書
事

」
に
任
じ
ら

れ
た
が
、
そ
れ
を
辞

退

し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
か
ね

て
よ

り
外
戚
あ
る

い
は
宦
官

の
専
権
を
鋭

く
批
判

し

て
い
た
李
固
と
、

同
じ
立

場
に
立

つ
こ
と
を
忌
避
し
た

こ
と
に
よ
る

の
で
あ
ろ
う
。

(
23
)

前
掲
註

(
13
)
参
照
。
ま
た
列
伝
五
九
何
進
伝

に
、
中
平
六
年
の
政
変

の
際
、
宦
官

一
派
が
と
き
に
大
将
軍
録
尚
書
事

で
あ

っ
た
何
進
を
殺
害

し
た

の
ち
、

詔
板
を
作
り
、
そ

れ
を
尚
書

官
に
示
し
た
と

こ
ろ
、
尚
書
官
が

「請

大
将
軍
出
共
議

」
と
答
え
た

こ
と
が
み
え

て
い
る
。

こ

こ
に
間
接
的

な
が
ら
、

「録

尚
書

事
」
が
尚
書
台

の
機
能
を
総
覧
す
る
と

い
う
政
治

機
能

を
有

し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

(
24
)

梁
太
后
は
、
和
平

元
年

正
月
に
病
を
理
由
に
臨
朝
称

制
を
停
止

し

(皇

后
紀

下
に

「帰
政
於
帝
」
と
あ

る
)
、

そ
の
翌
月

死
去

し
て

い
る
。

(
25
)

河
南
尹

へ
の
就
任
は
、
梁
糞

・
(弟

)
梁
不
疑

・
(糞

の
子
)
梁
胤
と

つ
づ

い
て
い
る
。
な

お
、
前

掲
註

(
2
)
渡
邉

氏
論
著
第
五
章

に
後
漢

代

の
外
戚

の

就

官
情

況
が
詳
し
く
表
化
さ
れ

て
い
る
。

(
26
)

渡
邉
義

浩
氏
は
、
後
漢

代

の
外
戚
を
詳
細

に
検
討

さ
れ
た
う

え
で
、
外
戚
が
あ
く
ま

で
皇
太

后
権

に
そ

の
権
力

の
淵
源
を
お

い
て
い
た
と
結
論
さ
れ
、

梁
氏

の
場
合
も
他

の
外
戚
と
同
質

の
権
力

で
あ

っ
た

と
解

さ
れ

て
い
る
。

(
前
掲
註

(
2
)
同
氏
論
著
)

し
か
し
、
本
論
中

に
検

討
し
た
梁
氏

の
あ
り
方

か

ら
す

る
と
、
後
漢
代

の
外
戚
も
す
べ
て

一
様
で
あ

っ
た

の
で
は
な
く
、
時
期
的

に
や
や
変

容
を
遂
げ

て
い
た
と
み
る

べ
き

で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

(27
)

列
伝
六
八
宣
者
列
伝
に
、
桓
帝
と
と
も

に
梁
冀

打
倒
に
決
起
し
た
単
超
ら
五

人
の
宦
官

に

つ
い
て

「
五
人
同
日
封
。

故
世
謂
之
五
侯
」
と
あ

る
。

(28
)

前
掲
註

(
2
)
渡
邉

氏
論
著
第

五
章

二
九

四
頁
お
よ
び
東
氏
論
著
第
四
章
第
三
節

二
項
。

(
29
)

列
伝

五
九
實
武
伝

に
、
實
武
が

「宜

し
く
悉
く
珠
廃

し
、
以

て
朝
廷
を
清

む
べ
し
」
と
宦
官

珠
滅
を
迫

っ
た
の
に
対
し
、
太
后
が

「漢

は
来

か
た
故
事

世

々
有
り
。
但
だ
当

に
其

の
罪
あ
る
を
珠
す

べ
き

の
み
。
堂
に
尽
く
廃
す

べ
け
ん
や
」
と
答
え
た

こ
と

が
み
え
て

い
る
。

こ
こ
に
も
皇
太
后

が
臨
朝

称
制

す
る
に
際
し
て
、
「
省
尚
書
事
」
を
補
完
す
る
宦
官

の
存
在
が
不
可
欠
な
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
を

み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。



(
30
)

『
続
漢
書
』
百
官
志

三
少
府
条
に
、

「黄
門
令
。

一
人
。
六

百
石
。
本

注
日
、
宙
者
。

主
省
中
諸
宙
者

」
と

あ
る
。

(
31
)

實

太
后
の
死
後
、
そ

の
礼
遇
を
め
ぐ

っ
て
宦
官

と
公
卿
と

の
間

で
議
論
が
戦

わ
さ

れ
た
が
、
そ

の
な
か

で
太

后

の
こ
と
を

「長
楽

太
后
」

(
列
伝

四
六

陳
球
伝
)
と
称
し
た
事
例

が
あ

る
。

(32
)

後
漢
代

の
宦
官

に
関
す
る
研
究
に

つ
い
て
は
、
前
掲
註

(
2
)
渡
邉

氏
論
著

第
六
章

の
註

に
詳
細
な
紹
介
が
な
さ

れ
て

い
る
。

そ

の
な

か
で
小
論

に
有

益

で
あ

っ
た

の
は
、

馬
良
懐

「両
漢
宦
官

考
」
(中
国
史
研
究

一
九
八
七
-

一
、

一
九
八
七
年
)
で
あ
る
。

(33
)

前
掲
註

(2
)
東
氏
論
著
第
四
章
第
三
節
。

と
く

に
二
四

一
頁
参
照
。

(34
)

前
掲
註

(
19
)
仲
山
氏
書
評
。

(
35
)

『
続
漢
書
』

百
官
志

三
少
府
尚
書
令

史
条

の
注
に
引
く

『
決
録
注
』

に
、

「故
事
尚
書
郎

以
令

史
久
敏
補
之
。
世

祖
始
改
用
孝
廉
為

郎
、
以
孝
廉

丁
郡

補
焉
。
郡
称
病
不
就
。

詔
問
、
実
病

、
差
為
郎
乎
。
対

日
、
臣
実

不
病
。

恥
以
孝
廉
為
令
史
職
耳
。
世
祖
怒

日
、
虎
責

滅
頭
杖
之
数
十
。
詔
問
、
欲
為
郎

不
。
郁
日
、
能
殺
臣
者
陛
下
、
不
能
為
郎
者

臣
。
中
詔
遣
出
、
寛
不
為
郎
」
と

あ
る
。

(
36
)

前
掲
註

(2
)
東
氏
論
著
第
四
章
第
三
節

二
四

一
頁
。

(
37
)

鎌
田
重
雄

「漢
代

の
尚
書
官

-

領
尚
書
事
と
録
尚
書
事
を
中
心
と
し
て
ー

」

(東
洋
史
研
究
第

二
六
巻
第
四
号
、

一
九
六
八
年
三

月
)。

(
38
)

下
倉

渉

「後
漢
末
に
お
け
る
侍
中

・
黄
門
侍
郎

の
制
度
改
革
を
め
ぐ

っ
て
」
(集
刊
東

洋
学

七
二
、

一
九
九

四
年

)。

(
39
)

魏
晋
期
以
降

、
尚
書

台

(省
)
が
国
制
の
中
心
的
位
置
づ
け
を
確

固
た
る
も

の
に
す

る

一
方
、
整
備
さ
れ

て
き
た

門
下

・
中
書

両
省
が

い
わ

ゆ
る

「典

尚
書
奏
事
」
権
を
付
与
さ
れ
、
こ
れ
ま
た
国
制

の
中
枢

に
位
置
づ

け
ら
れ

て
く
る
。
筆
者

は
こ
れ
を
尚
書
体
制

の
新

た
な

展
開

の
動
き
と
考

え
た

い
。
な

お
野
田
俊

昭

「東
晋
南
朝
に
お
け
る
天
子
の
支
配
権
力
と
尚
書
省
」

(九
州
大
学
東
洋
史
論
集
第

五
号
、

一
九
七

七
年
)
参

照
。


